
教科 国語 学年 　　第３学年

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組

む態度
「じこしょうかいビンゴゲーム」をしよ
う

2
(話す聞く2）

◇「自己紹介ビンゴゲーム」を通して，自身のことを紹介し合う。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。　⇒知技(1)ア

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ
と。　⇒◎知技(1)イ
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝え合
うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判表Ａ(1)ア
◇相手を意識して，話の中心が明確になるように理由や事例などを挙げながら，話の構成を考えるこ

と。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。
⇒思判表Ａ(1)ウ
◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの
中心を捉え，自分の考えをもつこと。　⇒思判表Ａ(1)エ

◇質問するなどして情報を集めたり，それらを発表したりする活動。　⇒思判表Ａ(2)イ

相手を見て話したり聞いたりしていると
ともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方
などに注意して話している。（〔知識及

び技能〕(1)イ）

「話すこと・聞くこと」において，目的
を意識して，日常生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較したり分類したり

して，伝え合うために必要な事柄を選ん
でいる。（〔思考力，判断力，表現力
等〕Ａア）

進んで日常生活の中から話題を決め，学
習の見通しをもって情報を集め，自身のこ
とを紹介し合おうとしている。

かえるのぴょん 2 □姿や様子をイメージしながら，工夫して音読する。

△文章全体の内容や構成の大体を意識しながら音読すること。　⇒◎知技(1)ク

△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技
(3)オ
□登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)イ
□登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像する
こと。　⇒思判表Ｃ(1)エ

□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合ったりする活動。　⇒思判表Ｃ
(2)イ

文章全体の構成や内容の大体を意識しな
がら音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

「読むこと」において，登場人物の行動や気
持ちなどについて，叙述を基に捉えている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

進んで登場人物の気持ちの変化につい
て，場面の移り変わりと結び付けて具体的
に想像し，学習課題に沿って工夫して音読

しようとしている。

一　ばめんのつながりに気をつけて読も
う

9
（書く2）

□登場人物の行動や気持ちを思い浮かべながら読み，物語の続きを予想する。

白い花びら △様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や役割に
よる語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ
△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割について
理解すること。　⇒◎知技(1)カ
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒◎知技(3)オ

■気に入った表現について，書こうとしたことが明確になっているかなどについて，文章の内容や表現のよいと
ころを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ
□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの変化などについて，叙述を基に捉えること。　⇒◎思判表Ｃ
(1)イ
□場面の移り変わりと結びつけて，登場人物の性格や気持ちの変化，情景について具体的に思い描くこと。

⇒◎思判表Ｃ(1)エ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ

□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くこと。

⇒思判表Ｃ(1)カ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ
□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合ったりする活動。

　⇒思判表Ｃ(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，友達と互いに理解し，信頼し，助け合うことについての考え方を深める。

主語と述語との関係，修飾と被修飾との関
係，指示する語句と接続する語句の役割，
段落の役割について理解している。（〔知識
及び技能〕(1)カ）

幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気付いてい
る。（〔知識及び技能〕(3)オ）

「書くこと」において，書こうとしたことが明確
になっているかなど，文章に対する感想や
意見を伝え合い，自分の文章のよいところ
を見付けている。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂオ）

「読むこと」において，登場人物の行動や気
持ちなどについて，叙述を基に捉えている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

「読むこと」において，登場人物の気持ちの
変化や性格，情景について，場面の移り変

わりと結び付けて具体的に想像している。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

進んで登場人物の気持ちの変化につい
て，場面の移り変わりと結び付けて具体的
に想像し，学習の見通しをもって考えたこと
を友達と紹介し合おうとしている。

「発見ノート」を作ろう 3

（書く3）

■毎日の生活の中での発見や不思議に思ったことなどを「発見ノート」に書く。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒

知技(2)ア
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書きたいことを選び，集めた材料を

比較したり分類したりして，伝えたいことを明確にする。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思

判表Ｂ(1)ウ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

☆理科：観察ノートへの応用を図ることができる。

言葉には，考えたことや思ったことを表

す働きがあることに気付いている。
（〔知識及び技能〕(1)ア）

「書くこと」において，相手や目的を意識し

て，経験したことから書くことを選び，集め
た材料を比較したり分類したりして，伝えた
いことを明確にしている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂア）

積極的に伝えたいことを明確にし，学習の

見通しをもって「発見ノート」を作ろうとして
いる。

国語辞典の引き方 2 △国語辞典の引き方を理解し，辞典を活用する。

△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や
役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い

方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ

比較や分類の仕方，必要な語句などの書き
留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書

や事典の使い方を理解し使っている。（〔知
識及び技能〕(2)イ）

積極的に辞書や事典の使い方を理解し，
学習課題に沿って国語辞典を活用しようと

している。

二　すじみちを立てて発表しよう 6

（話す聞く6）

◇中心点をはっきりさせたり，理由を添えたりして自分の宝物を紹介し，友達の意見や感想をもとに

よりよい発表にする。

たからものをしょうかいしよう △言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。　⇒知技(1)ア

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ
と。　⇒知技(1)イ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒
◎知技(2)ア

◇目的を意識して，日常生活において伝えたいことなどから話題を決め，集めた材料を比較したり分
類したりして，話題に合うことがらを選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇相手を意識して，話の中心が明確になるように理由や事例などを挙げながら，話の構成を考えるこ

と。　⇒◎思判表Ａ(1)イ
◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。

⇒◎思判表Ａ(1)ウ
◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの

中心を捉え，自分の考えを持つこと。　⇒思判表Ａ(1)エ

◇説明や報告など，調べたことを話したり，それらを聞いたりする活動。　⇒思判表Ａ(2)ア

◎【知技】考えとそれを支える理由や事

例，全体と中心など情報と情報との関係
について理解している。（〔知識及び技
能〕(2)ア）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」において，
相手に伝わるように，理由や事例などを挙
げながら，話の中心が明確になるように話

の構成を考えている。（〔思考力，判断力，
表現力等〕Ａイ）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」において，
話の中心や話す場面を意識して，言葉の抑

揚や強弱，間の取り方などを工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａウ）

【態度】粘り強く話の構成を考え，今までの

学習を生かして自分の宝物を紹介しようと
している。

聞いてさがそう 2

（話す聞く2）

◇大事なことは何かを考えて，メモを取りながら道順の説明を聞く。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ

と。　⇒知技(1)イ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ

△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い
方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ
◇目的を意識して，日常生活において伝えたいことなどから話題を決め，集めた材料を比較したり分

類したりして，話題に合うことがらを選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇相手を意識して，話の中心が明確になるように理由や事例などを挙げながら，話の構成を考えるこ
と。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。
　⇒思判表Ａ(1)ウ

◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの
中心をとらえるとともに，話の内容を基に自分の考えを持つこと。　⇒◎思判表Ａ(1)エ

◇質問するなどして情報を集めたり，それらを発表したりする活動。　⇒思判表Ａ(2)イ

◎【知技】比較や分類の仕方，必要な語

句などの書き留め方，引用の仕方や出典
の示し方，辞書や事典の使い方を理解し

使っている。（〔知識及び技能〕(2)イ）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」において，

必要なことを記録したり質問したりしながら
聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉え，自分の考えをもって
いる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａエ）

【態度】進んで必要なことを記録したり質問

したりしながら聞き，学習の見通しをもって
情報を集めようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準



漢字の広場　①
漢字学習ノート

2 △新しく学ぶ漢字や既習の漢字を使って漢字学習ノートを作る。

△漢字と仮名を用いた表記，送り仮名の付け方，改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも

に，句読点を適切に打つこと。また，第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，
ローマ字で表記されたものを読み，ローマ字で書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い
方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

△漢字が，へんやつくりなどから構成されていることについて理解すること。　⇒知技(3)ウ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識
及び技能〕(1)エ）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い，学習の
見通しをもって「漢字学習ノート」を作ろうと

している。

漢字の広場　①
二年生で学んだ漢字　①

2
（書く2）

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学んだ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎
思判表Ｂ(1)ウ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識

及び技能〕(1)エ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書

き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い，学習課題に沿って，教科

書の絵を説明する文を書こうとしている。

三　だんらくの要点をつかもう 12
（書く2）

うめぼしのはたらき 2 △主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割について
理解すること。　⇒◎知技(1)カ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒◎知技(2)
ア
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い方を

理解し使うこと。　⇒知技(2)イ
□段落相互の関係に着目しながら，考えと理由，事例の関係などを叙述を基に捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)

ア
□目的を意識して，中心となる語や文を見つけて内容を要約すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)ウ

□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明したり，意見を述
べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア

主語と述語との関係，修飾と被修飾との関
係，指示する語句と接続する語句の役割，
段落の役割について理解している。（〔知識
及び技能〕(1)カ）

考えとそれを支える理由や事例，全体と中
心など情報と情報との関係について理解して

いる。（〔知識及び技能〕(2)ア）

「読むこと」において，段落相互の関係に着
目しながら，考えとそれを支える理由や事
例との関係などについて，叙述を基に捉え
ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ
ア）

「読むこと」において，目的を意識して，中心
となる語や文を見付けて要約している。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

粘り強く，目的を意識して，中心となる語や
文を見付け，学習課題に沿って要点をまと
めようとしている。

めだか 10
（書く2）

□段落の要点に気をつけて読み，わかったことや大事なことをまとめる。

△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に
ついて理解すること。　⇒◎知技(1)カ

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒
知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技
(3)オ
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意

したりして，文章の構成を考えること。 ⇒思判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思

判表Ｂ(1)ウ
□段落相互の関係に着目しながら，考えと理由，事例の関係などを叙述を基に捉えること。　⇒◎思
判表Ｃ(1)ア
□目的を意識して，中心となる語や文を見つけて内容を要約すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)ウ

□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気

付くこと。　⇒思判表Ｃ(1)カ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明したり，
意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア

□学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから情報を得て，分かったことなどをまとめて説明する
活動。　⇒思判表Ｃ(2)ウ

主語と述語との関係，修飾と被修飾との
関係，指示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解している。
（〔知識及び技能〕(1)カ）

「書くこと」において，書く内容の中心を明確
にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段
落相互の関係に注意したりして，文章の構
成を考えている。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂイ）

「読むこと」において，段落相互の関係に着
目しながら，考えとそれを支える理由や事
例との関係などについて，叙述を基に捉え

ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ
ア）

「読むこと」において，目的を意識して，中心
となる語や文を見付けて要約している。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

粘り強く，目的を意識して，中心となる語や
文を見付けて要約し，学習課題に沿って分
かったことや大事なことをまとめようとして
いる。

俳句に親しむ 4

（書く1）

△俳句を声に出して読み，言葉のリズムにふれる。

△易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗唱したりするなどして，言葉の響きやリズムに親しむこ
と。　⇒◎知技(3)ア

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎
思判表Ｂ(1)ウ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

☆道徳：我が国や郷土の伝統と文化を大切にする。
☆図書館活用：俳句への関心を広げる。

易しい文語調の短歌や俳句を音読したり

暗唱したりするなどして，言葉の響きや
リズムに親しんでいる。（〔知識及び技
能〕(3)ア）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支

える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

進んで易しい文語調の俳句を音読したり暗

唱したりするなどし，学習の見通しをもって
言葉の響きやリズムに親しもうとしている。

四　しりょうを集めて活用しよう 13
（書く10）

本で調べよう 3 △本の仕組みやつくりを知り，それをもとに知りたいことに応じた本を探して読み，必要な事柄を

「読書カード」に記録する。
△知りたい情報を見つけるための方法を知り，それをもとに目的に応じた本を探して読み，必要な事
柄を「読書カード」に記録する。

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒

知技(2)ア
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い
方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ

△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技
(3)オ

□目的を意識して，中心となる語や文を見つけて内容を要約すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)ウ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ

□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明したり，

意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア

□学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから情報を得て，分かったことなどをまとめて説明する
活動。　⇒思判表Ｃ(2)ウ

☆理科：図鑑の活用

比較や分類の仕方，必要な語句などの書

き留め方，引用の仕方や出典の示し方，
辞書や事典の使い方を理解し使ってい
る。（〔知識及び技能〕(2)イ）

「読むこと」において，目的を意識して，中心

となる語や文を見付けて要約している。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

積極的に，目的を意識して，中心となる語

や文を見付けて要約し，学習課題に沿って
分かったことを説明しようとしている。

クラスの「生き物ブック」を作ろう 10

（書く10）

■図や資料を使って，生き物の特徴を比べて書く。

△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に
ついて理解すること。　⇒◎知技(1)カ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い
方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較

したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意
したりして，文章の構成を考えること。　⇒◎思判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思
判表Ｂ(1)ウ
■文章の間違いを正したり，相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして，文や文章

を整えること。　⇒思判表Ｂ(1)エ
■感想や意見を伝え合い，書こうとしたことが明確になっているかなどについて，文章の内容や表現
のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

☆理科：観察記録文の書き方に活用することができる。

主語と述語との関係，修飾と被修飾との

関係，指示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解している。
（〔知識及び技能〕(1)カ）

「書くこと」において，相手や目的を意識し

て，経験したことから書くことを選び，集め
た材料を比較したり分類したりして，伝えた
いことを明確にしている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂア）

「書くこと」において，書く内容の中心を明確

にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段

落相互の関係に注意したりして，文章の構
成を考えている。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂイ）

粘り強く文章の構成を考え,学習の見通しを

もって説明する文章を書こうとしている。



漢字の広場　②
漢字の音と訓

2 △漢字の音と訓について理解する。

△漢字と仮名を用いた表記，送り仮名の付け方，改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも

に，句読点を適切に打つこと。また，第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，
ローマ字で表記されたものを読み，ローマ字で書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い
方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識
及び技能〕(1)エ）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い，学習課
題に沿って，漢字の「音」と「訓」について知

り，正しく使おうとしている。

漢字の広場　②
二年生で学んだ漢字　②

2
（書く2）

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学んだ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較
したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識
及び技能〕(1)エ）

「書くこと」において，相手や目的を意識し
て，経験したことや想像したことなどから書
くことを選び，集めた材料を比較したり分類

したりして，伝えたいことを明確にしている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂア）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い，学習課題に沿って，教科
書の絵の中の言葉を使って文を書こうとし

ている。

五　登場人物のせいかくを考えながら読
もう

9
（書く2）

のらねこ △様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や

役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒
知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技
(3)オ

■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意

したりして，文章の構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思
判表Ｂ(1)ウ
□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの変化などについて，叙述を基に捉えること。　⇒◎
思判表Ｃ(1)イ

□場面の移り変わりと結びつけて，登場人物の性格や気持ちの変化，情景について具体的に思い描く
こと。　⇒◎思判表Ｃ(1)エ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気
付くこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ
□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合っ たりする活動。　⇒思判表Ｃ
(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，相手のことを思いやったり，互いに理解し信頼し合ったりすること

について考える。

◎【知技】様子や行動，気持ちや性格を表す

語句の量を増し，言葉には性質や役割によ
る語句のまとまりがあることを理解し，語彙
を豊かにしている。（〔知識及び技能〕(1)オ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支

える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

「読むこと」において，登場人物の行動や気

持ちなどについて，叙述を基に捉えている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

「読むこと」において，登場人物の気持ちの
変化や性格，情景について，場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像している。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

「読むこと」において，登場人物の気持ちの
変化や性格，情景について，場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像している。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

「読むこと」において，文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有し，一人一人の感じ
方などに違いがあることに気付いている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

進んで登場人物の性格について，場面の

移り変わりと結び付けて具体的に想像し，
学習の見通しをもって物語の感想を書こう
としている。

きせつの言葉を集めよう 1

（書く1）

△俳句には「季語」が読み込まれていることを知り，季節に関係する言葉を集める。

△易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗唱したりするなどして，言葉の響きやリズムに親しむこ
と。　⇒知技(3)ア

△長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。　⇒◎知技(3)イ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較

したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

長い間使われてきたことわざや慣用句，

故事成語などの意味を知り，使ってい
る。（〔知識及び技能〕(3)イ）

「書くこと」において，相手や目的を意識し

て，経験したことから書くことを選び，集め
た材料を比較したり分類したりして，伝えた
いことを明確にしている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂア）

積極的に，長い間使われてきた季節を表

す言葉の意味を知り，学習課題に沿って季
節の言葉を集めようとしている。

よく見て，話し合おう 1
（話す聞く1）

◇写真をよく見て，気づいたことや考えたことについてグループで話し合う。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこと。　⇒知
技(1)イ

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝え合うために
必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア

◇相手を意識して，話の中心が明確になるように理由や事例などを挙げながら，話の構成を考えること。　⇒
思判表Ａ(1)イ

◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。　⇒思判表
Ａ(1)ウ

◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉
え，自分の考えを持つこと。　⇒思判表Ａ(1)エ

◇目的や進め方を確認し，司会などの役割を果たしながら話し合い，互いの意見の共通点や相違点に着目し
て，考えをまとめること。　⇒◎思判表Ａ(1)オ

◇互いの考えを伝えるなどして，グループや学級全体で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)ウ

言葉には，考えたことや思ったことを表す働
きがあることに気付いている。（〔知識及び技
能〕(1)ア）

「話すこと・聞くこと」において，目的や進め
方を確認し，司会などの役割を果たしなが
ら話し合い，互いの意見の共通点や相違点

に着目して，考えをまとめている。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ａオ）

進んで目的や進め方を確認し，学習の見
通しをもってグループで話し合おうとしてい
る。

六　つたえたいことをはっきりさせて書
こう

16
（話す聞く2，書

く14）

■◇取材を通してわかったことを，伝えたいことを明確にして報告文にまとめ，感謝やお誘いの手紙を添えて
送る。

取材して知らせよう

インタビューをしよう

10
（話す聞く2，書

く8）

■◇取材メモを上手に使って，組み立てを考えながら調べたことを文章にまとめる。

△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に

ついて理解すること。　⇒知技(1)カ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒◎知技(1)キ

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒

◎知技(2)ア

◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの
中心を捉え，自分の考えを持つこと。　⇒◎思判表Ａ(1)エ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較
したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意

したりして，文章の構成を考えること。　⇒◎思判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎
思判表Ｂ(1)ウ
■文章の間違いを正したり，相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして，文や文章
を整えること。　⇒思判表Ｂ(1)エ

■感想や意見を伝え合い，書こうとしたことが明確になっているかなどについて，文章の内容や表現
のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ

◇質問するなどして情報を集めたり，それらを発表したりする活動。　⇒思判表Ａ(2)イ
■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

☆社会科：校外学習での報告文の作成に役立つ。

丁寧な言葉を使っているとともに，敬体
と常体との違いに注意しながら書いてい
る。（〔知識及び技能〕(1)キ）

考えとそれを支える理由や事例，全体と

中心など情報と情報との関係について理

解している。（〔知識及び技能〕(2)ア）

「話すこと・聞くこと」において，必要なことを
記録したり質問したりしながら聞き，話し手
が伝えたいことや自分が聞きたいことの中

心を捉え，自分の考えをもっている。（〔思
考力，判断力，表現力等〕Ａエ）

「書くこと」において，書く内容の中心を明確

にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段
落相互の関係に注意したりして，文章の構
成を考えている。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂイ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

粘り強く，書く内容の中心を明確にして文章
の構成を考え，学習の見通しをもって報告
文を書こうとしている。

手紙を書いてつたえよう 6

（書く6）

■手紙の書き方を知り，目的に合わせた手紙を書く。

△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒◎知技(1)キ
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意
したりして，文章の構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎

思判表Ｂ(1)ウ
■文章の間違いを正したり，相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして，文や文章
を整えること。　⇒◎思判表Ｂ(1)エ

■案内状や礼状を書くなど，伝えたいことを手紙に書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)イ

☆社会科・総合的な学習の時間：依頼状やお礼状を書く際に活用できる。

丁寧な言葉を使っているとともに，敬体

と常体との違いに注意しながら書いてい
る。（〔知識及び技能〕(1)キ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支

える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

「書くこと」において，間違いを正したり，相

手や目的を意識した表現になっているかを
確かめたりして，文や文章を整えている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂエ）

粘り強く相手や目的を意識した表現になっ

ているかを確かめ，学習の見通しをもって
目的に合わせた手紙を書こうとしている。



漢字の広場　③
送りがな

2 △送り仮名は，漢字の読みや意味をはっきりさせるはたらきをもつことを理解し，漢字を正しく使
う。

△漢字と仮名を用いた表記，送り仮名の付け方，改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に，句読点を適切に打つこと。また，第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，

ローマ字で表記されたものを読み，ローマ字で書くこと。　⇒◎知技(1)ウ
△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ
△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や

役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ

漢字と仮名を用いた表記，送り仮名の付
け方，改行の仕方を理解して文や文章の
中で使っているとともに，句読点を適切

に打っている。（〔知識及び技能〕(1)
ウ）

進んで送り仮名の付け方を理解して文や文
章の中で使い，学習課題に沿って，漢字を
正しく使おうとしている。

漢字の広場　③
二年生で学んだ漢字　③

2
（書く2）

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学んだ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと

ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ

△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎
思判表Ｂ(1)ウ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識
及び技能〕(1)エ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂウ）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い，学習課題に沿って，教科
書の絵の中の言葉を使って文を書こうとし

ている。

七　場面のうつりかわりに気をつけて読

もう

9

（書く2）

□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの変化などについて，叙述を基に捉える。

わすれられないおくりもの △主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に
ついて理解すること。　⇒◎知技(1)カ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒

知技(2)ア

△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技
(3)オ
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意
したりして，文章の構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思

判表Ｂ(1)ウ
□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの変化などについて，叙述を基に捉えること。　⇒思
判表Ｃ(1)イ
□場面の移り変わりと結びつけて，登場人物の性格や気持ちの変化，情景について具体的に思い描く
こと。　⇒◎思判表Ｃ(1)エ

□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気
付くこと。　⇒思判表Ｃ(1)カ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合っ たりする活動。　⇒思判表Ｃ

(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，友達と互いに理解し，信頼し，助け合うことについての考え方を深

める。

主語と述語との関係，修飾と被修飾との関
係，指示する語句と接続する語句の役割，
段落の役割について理解している。（〔知識

及び技能〕(1)カ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂウ）

「読むこと」において，登場人物の気持ちの
変化や性格，情景について，場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像している。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

進んで登場人物の気持ちの変化につい
て，場面の移り変わりと結び付けて具体的
に想像し，学習の見通しをもって，登場人

物の言葉を考えようとしている。

ローマ字 4 △ローマ字に興味を持ち，ローマ字の書き方について理解し，ローマ字に親しみを持ち，読めるよう

にする。

△漢字と仮名を用いた表記，送り仮名の付け方，改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に，句読点を適切に打つこと。また，第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，
ローマ字で表記されたものを読み，ローマ字で書くこと。　⇒◎知技(1)ウ

日常使われている簡単な単語について，

ローマ字で表記されたものを読み，ロー
マ字で書いている。（〔知識及び技能〕

(1)ウ）

進んで，日常使われている簡単な単語につ

いて，ローマ字で読んだり書いたりし，学習
の見通しをもって，ローマ字に親しもうとし

ている。

ローマ字とコンピューター 1 △コンピューターにローマ字で入力をする際に大切なことを知り，コンピューターを活用する。

△漢字と仮名を用いた表記，送り仮名の付け方，改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に，句読点を適切に打つこと。また，第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，

ローマ字で表記されたものを読み，ローマ字で書くこと。　⇒◎知技(1)ウ

日常使われている簡単な単語について，
ローマ字で表記されたものを読み，ロー

マ字で書いている。（〔知識及び技能〕
(1)ウ）

進んで，日常使われている簡単な単語につ
いて，ローマ字で読んだり書いたりし，学習

の見通しをもってコンピューターにローマ字
で入力しようとしている。

一　絵文字の特長をとらえよう 16
(話す聞く9，書

く2）

◇身のまわりのさまざまな絵文字がどんなことを表しているかなどについて話し合い，絵文字に対す
る興味や関心を高める。

世界の人につたわるように 2
（話す聞く2）

◇身のまわりの絵（絵文字）を友達と紹介し合う。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ

と。　⇒知技(1)イ
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝え合

うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判表Ａ(1)ア
◇目的や進め方を確認し，司会などの役割を果たしながら話し合い，互いの意見の共通点や相違点に
着目して，考えをまとめること。　⇒思判表Ａ(1)オ

◇互いの考えを伝えるなどして，グループや学級全体で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)ウ

言葉には，考えたことや思ったことを表
す働きがあることに気付いている。

（〔知識及び技能〕(1)ア）

「話すこと・聞くこと」において，目的を意識し
て，日常生活の中から話題を決め，集めた

材料を比較したり分類したりして，伝え合う
ために必要な事柄を選んでいる。（〔思考

力，判断力，表現力等〕Ａア）

進んで集めた材料を比較したり分類したり
して，学習の見通しをもって，グループで話

し合おうとしている。

くらしと絵文字 7

（書く2）

□段落のつながりに気をつけて文章を読み，絵文字を説明する文章を書く。

△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に

ついて理解すること。　⇒◎知技(1)カ

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒

◎知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技
(3)オ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較
したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒思判表Ｂ(1)ア

■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意
したりして，文章の構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思
判表Ｂ(1)ウ
□段落相互の関係に着目しながら，考えと理由，事例の関係などを叙述を基に捉えること。　⇒思判

表Ｃ(1)ア
□目的を意識して，中心となる語や文を見つけて内容を要約すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)ウ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気
付くこと。　⇒思判表Ｃ(1)カ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明したり，
意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア
□学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから情報を得て，分かったことなどをまとめて説明する
活動。　⇒思判表Ｃ(2)ウ

主語と述語との関係，修飾と被修飾との

関係，指示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解している。

（〔知識及び技能〕(1)カ）

考えとそれを支える理由や事例，全体と
中心など情報と情報との関係について理
解している。（〔知識及び技能〕(2)ア）

「書くこと」において，書く内容の中心を明確

にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段
落相互の関係に注意したりして，文章の構

成を考えている。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂイ）

「読むこと」において，目的を意識して，中心
となる語や文を見付けて要約している。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

「読むこと」において，文章を読んで理解し
たことに基づいて，感想や考えをもってい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ）

積極的に，文章を読んで理解したことに基

づいて感想や考えをもち，学習の見通しを
もって，身のまわりの絵文字について説明

する文章を書こうとしている。



絵文字で表そう 7
（話す聞く7）

◇司会や記録などの役割を決めて，保健室を表す絵文字についてグループですすんで話し合う。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ

と。　⇒知技(1)イ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ

△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い
方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝え合
うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇相手を意識して，話の中心が明確になるように理由や事例などを挙げながら，話の構成を考えるこ

と。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。
⇒思判表Ａ(1)ウ
◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの
中心を捉え，自分の考えを持つこと。　⇒思判表Ａ(1)エ

◇目的や進め方を確認し，司会などの役割を果たしながら話し合い，互いの意見の共通点や相違点に
着目して，考えをまとめること。　⇒◎思判表Ａ(1)オ

◇互いの考えを伝えるなどして，グループや学級全体で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)ウ

比較や分類の仕方，必要な語句などの書
き留め方，引用の仕方や出典の示し方，
辞書や事典の使い方を理解し使ってい

る。（〔知識及び技能〕(2)イ）

「話すこと・聞くこと」において，目的や進め
方を確認し，司会などの役割を果たしなが
ら話し合い，互いの意見の共通点や相違点

に着目して，考えをまとめている。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ａオ）

積極的に目的や進め方を確認し，司会など
の役割を果たし，学習の見通しをもってグ
ループで話し合おうとしている。

気持ちをつたえる話し方・聞き方 4
（話す聞く2）

△言葉にはいろいろな意味がこめられることを知り，気持ちが伝わる話し方・聞き方について考え
る。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ
と。　⇒知技(1)イ
◇相手に伝わるように，理由や事例などを挙げながら，話の中心が明確になるよう話の構成を考える

こと。　⇒◎思判表Ａ(1)イ
◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。
　⇒思判表Ａ(1)ウ

◇互いの考えを伝えるなどして，グループや学級全体で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)ウ

言葉には，考えたことや思ったことを表
す働きがあることに気付いている。

（〔知識及び技能〕(1)ア）

「話すこと・聞くこと」において，相手に伝わ
るように，理由や事例などを挙げながら，話

の中心が明確になるように話の構成を考え
ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ
イ）

進んで，言葉には考えたことや思ったことを
表す働きがあることに気付こうとし，見通し

をもって，気持ちを伝えるための話し方・聞
き方について考えようとしている。

漢字の広場　④
へんとつくり

2 △へん，つくりなどの漢字の構成についての知識を得て，漢字を正しく読んだり書いたりする。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△漢字が，へんやつくりなどから構成されていることについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

漢字が，へんやつくりなどから構成され
ていることについて理解している。
（〔知識及び技能〕(3)ウ）

進んで，漢字がへんやつくりなどから構成さ
れていることについて理解し，学習の見通
しをもって，漢字を正しく読んだり書いたりし
ようとしている。

漢字の広場　④
二年生で学んだ漢字　④

2
（書く2）

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学んだ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと

ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較

したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識

及び技能〕(1)エ）

「書くこと」において，相手や目的を意識し
て，経験したことや想像したことなどから書

くことを選び，集めた材料を比較したり分類
したりして，伝えたいことを明確にしている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂア）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い，学習課題に沿って，教科

書の絵の中の言葉を使って文を書こうとし
ている。

二 登場人物の気持ちをそうぞうしなが

ら読もう

8

（書く2）

□会話や行動に注意して，豆太やじさまの気持ちの変化を想像し，物語のおもしろいところを紹介する。

モチモチの木 △様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や役割に
よる語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア

△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒◎知技(3)オ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較したり分類

したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意したりして，
文章の構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)
ウ

□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの変化などについて，叙述を基に捉えること。　⇒思判表Ｃ(1)
イ
□場面の移り変わりと結びつけて，登場人物の性格や気持ちの変化，情景について具体的に思い描くこと。

⇒◎思判表Ｃ(1)エ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ

□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合ったりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，自分と登場人物を比べて考え，勇気についての見方を深める。

様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量
を増し，言葉には性質や役割による語句の
まとまりがあることを理解し，語彙を豊かにし

ている。（〔知識及び技能〕(1)オ）

幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気付いてい
る。（〔知識及び技能〕(3)オ）

「書くこと」において，相手や目的を意識し
て，経験したことや想像したことなどから書
くことを選び，集めた材料を比較したり分類

したりして，伝えたいことを明確にしている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂア）

「読むこと」において，登場人物の気持ちの
変化や性格，情景について，場面の移り変

わりと結び付けて具体的に想像している。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

「読むこと」において，文章を読んで理解し
たことに基づいて，感想や考えをもってい

る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ）

積極的に，文章を読んで理解したことに基
づいて感想や考えをもち，学習の見通しを
もって物語のおもしろいところを紹介しよう

としている。

「おすすめ図書カード」を作ろう 6

（書く3）

△自ら作品を選び，自分で課題を決めて読書をする。

△「おすすめ図書カード」を作り，本を紹介し合い，さまざまな本を読む。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ
と。　⇒◎知技(1)イ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒

知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒◎知

技(3)オ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較
したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒思判表Ｂ(1)ア

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思

判表Ｂ(1)ウ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気

付くこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア
□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明したり，
意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア

□学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから情報を得て，分かったことなどをまとめて説明する
活動。　⇒思判表Ｃ(2)ウ

☆図書館指導：紹介カードや感想交流コーナーを活用して，読書の幅を広げ合う。

相手を見て話したり聞いたりしていると

ともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方
などに注意して話している。（〔知識及

び技能〕(1)イ）

幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気付
いている。（〔知識及び技能〕(3)オ）

「書くこと」において，相手や目的を意識し

て，経験したことや想像したことなどから書
くことを選び，集めた材料を比較したり分類

したりして，伝えたいことを明確にしている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂア）

「読むこと」において，文章を読んで理解し
たことに基づいて，感想や考えをもってい

る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ）

「読むこと」において，文章を読んで感じたこ

とや考えたことを共有し，一人一人の感じ

方などに違いがあることに気付いている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

積極的に文章を読んで感じたことや考えた

ことを共有し，学習の見通しをもって，「お
すすめ図書カード」で本を紹介し合おうとし

ている。

こそあど言葉 1 △指示語のはたらきを理解し，適切に使う。

△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に

ついて理解すること。　⇒◎知技(1)カ

主語と述語との関係，修飾と被修飾との
関係，指示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解している。

（〔知識及び技能〕(1)カ）

進んで指示する語句の役割を理解し，学習
課題に沿って，指示する語句を適切に使お
うとしている。

はっとしたことを詩に書こう 5
（書く5）

■身近なこと，想像したことをもとに，表現を工夫して詩を書く。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や
役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎
思判表Ｂ(1)ウ
■文章の間違いを正したり，相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして，文や文章
を整えること。　⇒思判表Ｂ(1)エ
■書こうとしたことが明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章の

よいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

言葉には，考えたことや思ったことを表
す働きがあることに気付いている。
（〔知識及び技能〕(1)ア）

様子や行動，気持ちや性格を表す語句の

量を増し，文章の中で使っているととも
に，言葉には性質や役割による語句のま
とまりがあることを理解し，語彙を豊か
にしている。（〔知識及び技能〕(1)オ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

積極的に書き表し方を工夫し，学習の見通
しをもって詩を書こうとしている。



ことわざ・慣用句 4
（書く1）

△ことわざや慣用句の意味を知り，ふだんの生活の中で使うことができるように，カードを作る。

△長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。　⇒◎知技(3)イ

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎
思判表Ｂ(1)ウ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

☆総合的な学習の時間・道徳：ことわざの成り立ちや意味について興味をもって調べたり，我が国の
伝統や文化に目を向けたりする。

長い間使われてきたことわざや慣用句，
故事成語などの意味を知り，使ってい
る。（〔知識及び技能〕(3)イ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂウ）

積極的に，長い間使われてきたことわざや
慣用句の意味を知り，学習の見通しをもっ
てカードにまとめようとしている。

詩を楽しもう

夕日がせなかをおしてくる

いちばんぼし

三　調べて発表しよう 7
（話す聞く7）

◇町の行事について調べ，図や写真，表など，資料を選んで発表する。

町の行事について発表しよう △相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ
と。⇒◎知技(1)イ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い

方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ

◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝え合

うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇相手に伝わるように，理由や事例などを挙げながら，話の中心が明確になるよう話の構成を考える
こと。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇話の中心や話す場面を意識して，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。　⇒◎思判
表Ａ(1)ウ

◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの
中心を捉え，自分の考えを持つこと。　⇒思判表Ａ(1)エ

◇質問するなどして情報を集めたり，それらを発表したりする活動。　⇒思判表Ａ(2)イ

相手を見て話したり聞いたりしていると
ともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方
などに注意して話している。（〔知識及
び技能〕(1)イ）

比較や分類の仕方，必要な語句などの書

き留め方，引用の仕方や出典の示し方，
辞書や事典の使い方を理解し使ってい
る。（〔知識及び技能〕(2)イ）

「話すこと・聞くこと」において，話の中心や
話す場面を意識して，言葉の抑揚や強弱，
間の取り方などを工夫している。　（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ａウ）

進んで話の中心や話す場面を意識して，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫
し，学習の見通しをもって，資料を使って発
表しようとしている。

文の組み立て 2 △主語と述語や修飾語との関係を理解して，文の組み立てを捉える。

△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や
役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ
△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に
ついて理解すること。　⇒◎知技(1)カ

主語と述語との関係，修飾と被修飾との
関係，指示する語句と接続する語句の役

割，段落の役割について理解している。
（〔知識及び技能〕(1)カ）

進んで主語と述語との関係，修飾と被修飾
との関係について理解し，学習の見通しを

もって，文の組み立てを捉えようとしてい
る。

漢字の広場　⑤

漢字の組み立て

2 △かんむり・あしなどの漢字の構成についての知識を得，漢字を正しく読んだり書いたりする。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ
△漢字が，へんやつくりなどから構成されていることについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

漢字が，へんやつくりなどから構成され

ていることについて理解している。
（〔知識及び技能〕(3)ウ）

進んで，漢字がへんやつくりなどから構成さ

れていることについて理解し，学習の見通
しをもって，漢字を正しく読んだり書いたりし

ようとしている。

漢字の広場　⑤

二年生で学んだ漢字　⑤

2

（書く2）

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学んだ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ

■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較
したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

前学年や当該学年で配当されている漢字

を文や文章の中で使っている。（〔知識
及び技能〕(1)エ）

「書くこと」において，相手や目的を意識し

て，経験したことや想像したことなどから書
くことを選び，集めた材料を比較したり分類

したりして，伝えたいことを明確にしている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂア）

積極的に前学年や当該学年で配当されて

いる漢字を使い，学習課題に沿って，教科
書の絵の中の言葉を使って文を書こうとし

ている。

四 図や写真と文章を，むすびつけて読

もう

7

（書く2）

□段落のつながりに気をつけながら写真と文章を結びつけて読み，考えたことをまとめる。

川をさかのぼる知恵 △主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に
ついて理解すること。　⇒◎知技(1)カ

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒
◎知技(2)ア

△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技
(3)オ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思
判表Ｂ(1)ウ

□段落相互の関係に着目しながら，考えと理由，事例の関係などを叙述を基に捉えること。　⇒思判
表Ｃ(1)ア
□目的を意識して，中心となる語や文を見つけて内容を要約すること。　⇒思判表Ｃ(1)ウ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気

付くこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■収集した資料を効果的に使い，説明する文章などを書くこと。　⇒思判表Ｂ(2)ア
□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明したり，
意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア

主語と述語との関係，修飾と被修飾との
関係，指示する語句と接続する語句の役

割，段落の役割について理解している。
（〔知識及び技能〕(1)カ）

考えとそれを支える理由や事例，全体と
中心など情報と情報との関係について理
解している。（〔知識及び技能〕(2)ア）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書

き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

「読むこと」において，文章を読んで理解し
たことに基づいて，感想や考えをもってい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ）

「読むこと」において，文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有し，一人一人の感じ
方などに違いがあることに気付いている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

進んで，文章を読んで理解したことに基づ
いて感想や考えをもち，学習の見通しを

もって友達と感想を交流しようとしている。

十二支と月のよび名 1 △暮らしの中に今なお使われている昔からの言い方について知り，さまざまな言葉を探して感じたこ
とを書く。

△長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。　⇒◎知技(3)イ

長い間使われてきたことわざや慣用句，
故事成語などの意味を知り，使ってい
る。（〔知識及び技能〕(3)イ）

積極的に，長い間使われてきた十二支や
月の呼び名を知り，学習の見通しをもっ
て，今の暮らしの中に残る昔からの言い方

を見つけようとしている。

五 つたえたいことの中心を明らかにし
て書こう

8
（書く8）

■身近な生活の中から自分に合った題材を見つけ，段落相互の関係を考えながら，中心になる場面を
はっきりさせて文章を書く。

強く心にのこっていることを △様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や
役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒

◎知技(2)ア
■相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料を比較
したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意
したりして，文章の構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎
思判表Ｂ(1)ウ
■文章の間違いを正したり，相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして，文や文章
を整えること。　⇒◎思判表Ｂ(1)エ
■感想や意見を伝え合い，書こうとしたことが明確になっているかなどについて，文章の内容や表現

のよいところを見付けること。　⇒◎思判表Ｂ(1)オ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

様子や行動，気持ちや性格を表す語句の
量を増し，文章の中で使っているととも
に，言葉には性質や役割による語句のま

とまりがあることを理解し，語彙を豊か
にしている。（〔知識及び技能〕(1)オ）

考えとそれを支える理由や事例，全体と
中心など情報と情報との関係について理

解している。（〔知識及び技能〕(2)ア）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂウ）

「書くこと」において，間違いを正したり，相
手や目的を意識した表現になっているかを
確かめたりして，文や文章を整えている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂエ）

「書くこと」において，書こうとしたことが明確
になっているかなど，文章に対する感想や
意見を伝え合い，自分の文章のよいところ

を見付けている。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂオ）

粘り強く間違いを正したり，相手や目的を
意識した表現になっているかを確かめたり
して文や文章を整え，学習の見通しをもっ

て，思い出に残っているできごとについて文
章を書く。

2 □音読したり，イメージを広げたりして，詩の世界を楽しむ。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ
と。　⇒知技(1)イ
△文章全体の内容や構成の大体を意識しながら音読すること。　⇒◎知技(1)ク

△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技

(3)オ

□登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像する
こと。　⇒◎思判表Ｃ(1)エ
□文章を読んで理解したことに基づいて，感想や考えをもつこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ

□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合っ たりする活動。　⇒思判表Ｃ

(2)イ

文章全体の構成や内容の大体を意識しな
がら音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

「読むこと」において，登場人物の気持ちの
変化や性格，情景について，場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像している。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

「読むこと」において，文章を読んで理解し

たことに基づいて，感想や考えをもってい

る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ）

進んで，情景について具体的に想像し，学
習の見通しをもって音読したりイメージを広
げたりしようとしている。



漢字の広場　⑥
二つの漢字の組み合わせ

2 △漢字二字の言葉の構成について，問題を解きながら確認し，二つの漢字のつながり方を考える。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ

△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使い
方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識
及び技能〕(1)エ）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い，学習課題に沿って，漢字
二字の言葉の構成について考えようとして

いる。

漢字の広場　⑥
二年生で学んだ漢字　⑥

2
（書く2）

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学んだ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと

ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ
△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割に
ついて理解すること。　⇒知技(1)カ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
■間違いを正したり，相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして，文や文章を整え

ること。　⇒◎思判表Ｂ(1)エ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使っている。（〔知識
及び技能〕(1)エ）

「書くこと」において，間違いを正したり，相
手や目的を意識した表現になっているかを
確かめたりして，文や文章を整えている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂエ）

積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い，学習課題に沿って，教科
書の絵の中の言葉を使って文を書こうとし
ている。

六 登場人物の気持ちのうつりかわりを

読もう

10

（書く2）

□登場人物の心の動きを想像しながら，消えていったおにたに手紙を書く。

おにたのぼうし △様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質や役割に
よる語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
△文章全体の内容や構成の大体を意識しながら音読すること。　⇒知技(1)ク

△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知技(3)オ
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注意したりして，
文章の構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ

■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)
ウ
□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの変化などについて，叙述を基に捉えること。　⇒思判表Ｃ(1)

イ
□場面の移り変わりと結びつけて，登場人物の性格や気持ちの変化，情景について具体的に思い描くこと。
⇒思判表Ｃ(1)エ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くこと。

⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■案内状や礼状を書くなど，伝えたいことを手紙に書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)イ
□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合っ たりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，友達と互いに理解し，信頼し，助け合うことについての考え方を深める。

様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量
を増し，言葉には性質や役割による語句の
まとまりがあることを理解し，語彙を豊かにし

ている。（〔知識及び技能〕(1)オ）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書
き表し方を工夫している。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂウ）

「読むこと」において，文章を読んで理解し
たことに基づいて，感想や考えをもってい

る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ）

「読むこと」において，文章を読んで感じたこ

とや考えたことを共有し，一人一人の感じ
方などに違いがあることに気付いている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

進んで文章を読んで理解したことに基づい
て感想や考えをもち，学習の見通しをもっ
て，登場人物に宛てて手紙を書こうとしてい

る。

国語の学習　これまで　これから 2
（話す聞く1,書

く1）

◇一年間の国語学習を振り返ったり，これからの学習について考えたりして，すすんで学習できるよ
うにする。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話すこ
と。　⇒◎知技(1)イ

◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝え合

うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判表Ａ(1)ア
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒◎

思判表Ｂ(1)ウ

◇質問するなどして情報を集めたり，それらを発表したりする活動。　⇒思判表Ａ(2)イ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそれを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ア

相手を見て話したり聞いたりしていると
ともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方

などに注意して話している。（〔知識及

び技能〕(1)イ）

「話すこと・聞くこと」において，目的を意識し
て，日常生活の中から話題を決め，集めた

材料を比較したり分類したりして，伝え合う

ために必要な事柄を選んでいる。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ａア）

「書くこと」において，自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にして，書

き表し方を工夫している。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂウ）

積極的に伝え合うために必要な事柄を選
び，今までの学習を生かして，１年間の国

語の学習を振り返ったり次年への希望を話

し合ったりしようとしている。



令和４年度　評価規準（例） 学校名：江戸川区立○○小学校

教科 学年

3

12

11

11

15

7

6

10

市の様子と人々のくらしのうつ
りかわり

市の様子の移り変わりについ
て，交通や公共施設，土地利
用や人口，生活の道具などの
時期による違いに着目して，
関係者や地域の人などに聞き
取り調査をしたり地図などの資
料で調べたりして，年表などに
まとめることで市や人々の生
活の様子をとらえ，それらの変
化を考え，表現することを通し
て，市や人々の生活の様子
は，時間の経過に伴い，移り
変わってきたことを理解できる
ようにするとともに，主体的に
学習問題を追究・解決しようと
する態度を養う。

①交通や公共施設，土地利用
や人口，生活の道具などの時
期による違いについて関係者
や地域の人などに聞き取り調
査をしたり地図などの資料など
で調べたりして，必要な情報を
集め，読み取り，市や人々の
生活の様子を理解している。
②調べたことを年表や文など
にまとめ，市や人々の生活の
様子は，時間の経過に伴い，
移り変わってきたことを理解し
ている。

①交通や公共施設，土地利用
や人口，生活の道具などの時
期による違いに着目して，問
いを見出し，市や人々の生活
の様子について考え表現して
いる。
②駅や鉄道，公共施設ができ
たこと，人口が変化してきたこ
と，土地利用の様子や生活の
道具が変わったことなどを相
互に関連付けたり，市の様子
の変化と人々の生活の様子の
変化を結び付けたりして，市の
人々の様子の変化を考え，適
切に表現している。

①市の様子の移り変わりにつ
いて，予想や学習計画を立て
たり，学習をふり返ったりして，
学習問題を追究し，解決しよう
としている。
②学習したことをもとに，これ
からの市の発展について考え
ようとしている。

事故や事件からくらしを守る 事故や事件から地域の安全を守る働
きについて，施設・設備などの配置，
警察署による緊急時への備えや対応
などに着目して，見学・調査したり地
図などの資料で調べたりして，まとめ
ることで関係機関や地域の人々の諸
活動をとらえ，相互の関連や従事する
人々の働きを考え，表現することを通
して，警察署などの関係機関は，地域
の安全を守るために，相互に連携して
緊急時に対処する体制をとっているこ
とや，関係機関が地域の人々と協力し
て事故の防止に努めていることを理解
できるようにするとともに，主体的に学
習問題を追究・解決しようとする態度
や，学習したことをもとに地域や自分
自身の安全を守るために自分たちに
できることなどを考えようとする態度を
養う。

①施設・設備などの配置，警察署によ
る緊急時への備えや対応などについ
て見学・調査したり地図などの資料で
調べたりして，必要な情報を集め，読
み取り，関係機関や地域の人々の諸
活動を理解している。
②調べたことを地図や文などにまと
め，関係機関が地域の人々と協力し
て事故などの防止に努めていることを
理解している。

①施設・設備などの配置，緊急時へ
の備えや対応などに着目して，問いを
見出し，関係機関や地域の人々の諸
活動について考え表現している。
②連携・協力している関係機関の働き
を比較・分類，または結び付けて，相
互の関連や従事する人々の働きを考
えたり，学習したことをもとに地域や自
分自身の安全を守るために自分たち
にできることなどを考え，選択・判断し
たりして，適切に表現している。

①地域の安全を守る働きについて，予
想や学習計画を立て，学習をふり返っ
たり見直したりして，学習問題を追究
し，解決しようとしている。
②学習したことをもとに地域や自分自
身の安全を守るために自分たちにでき
ることなどを考えようとしている。

火事からくらしを守る 火災から地域の人々の安全を守る働きに
ついて，施設・設備などの配置，緊急時へ
の備えや対応などに着目して，見学・調
査したり地図などの資料で調べたりして，
まとめることで関係機関や地域の人々の
諸活動をとらえ，相互の関連や従事する
人々の働きを考え，表現することを通し
て，消防署などの関係機関は，地域の安
全を守るために，相互に連携して緊急時
に対処する体制をとっていることや，関係
機関が地域の人々と協力して火災の防止
に努めていることを理解できるようにする
とともに，主体的に学習問題を追究・解決
しようとする態度や，学習したことをもとに
地域や自分自身の安全を守るために自
分たちにできることなどを考えようとする

①施設・設備などの配置，消防署による
緊急時への備えや対応などについて見
学・調査したり地図などの資料で調べたり
して，必要な情報を集め，読み取り，関係
機関や地域の人々の諸活動を理解してい
る。
②調べたことを地図や文などにまとめ，関
係機関が地域の人々と協力して火災の防
止に努めていることを理解している。

①施設・設備などの配置，緊急時への備
えや対応などに着目して，問いを見出し，
関係機関や地域の人々の諸活動につい
て考え表現している。
②連携・協力している関係機関の働きを
比較・分類，または結び付けて，相互の
関連や従事する人々の働きを考えたり，
学習したことをもとに地域や自分自身の
安全を守るために自分たちにできることな
どを考え，選択・判断したりして，適切に表
現している。

①地域の安全を守る働きについて，予想
や学習計画を立て，学習をふり返ったり見
直したりして，学習問題を追究し，解決し
ようとしている。

店ではたらく人 地域に見られる販売の仕事について，消
費者の願い，販売のしかた，他地域や外
国との関わりなどに着目して，見学・調査
したり地図などの資料で調べたりして，白
地図などにまとめることで販売に携わって
いる人々の仕事の様子をとらえ，それら
の仕事に見られる工夫を考え，表現する
ことを通して，販売の仕事は，消費者の多
様な願いを踏まえ売り上げを高めるよう，
工夫して行われていることを理解できるよ
うにするとともに，主体的に学習問題を追
究・解決しようとする態度を養う。

①消費者の願い，販売のしかた，他地域
や外国との関わりなどについて，見学・調
査したり地図などの資料で調べたりして，
必要な情報を集め，読み取り，販売に携
わっている人々の仕事の様子を理解して
いる。
②調べたことを白地図や文などにまとめ，
販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏
まえ，売り上げを高めるよう，工夫して行
われていることを理解している。

①消費者の願い，販売のしかた，他地域
や外国との関わりなどに着目して，問いを
見出し，販売に携わっている人々の仕事
の様子について考え表現している。
②地域に見られる販売の仕事と地域の
人々の生活との関連を考え，適切に表現
している。

①地域に見られる販売の仕事について，
予想や学習計画を立てたり，学習をふり
返ったりして，学習問題を追究し，解決し
ようとしている。

工場の仕事 地域に見られる工場の仕事について，仕
事の種類や産地の分布，仕事の工程な
どに着目して，見学・調査したり地図など
の資料で調べたりして，白地図などにまと
めることで生産に携わっている人々の仕
事の様子をとらえ，地域の人々の生活と
の関連を考え，表現することを通して，工
場の仕事は，地域の人々の生活と密接な
関わりをもって行われていることを理解で
きるようにするとともに，主体的に学習問
題を追究・解決しようとする態度を養う。

①工場の仕事の種類や工場の分布，仕
事の工程などについて見学・調査したり地
図などの資料で調べたりして，必要な情
報を集め，読み取り，生産の仕事に携
わっている人々の仕事の様子を理解して
いる。
②調べたことを白地図や文などにまとめ，
生産の仕事は，地域の人々の生活と密接
な関わりをもって行われていることを理解
している。

① 工場の仕事の種類や工場の分布，仕
事の工程などに着目して，問いを見出し，
生産に携わっている人々の仕事の様子に
ついて考え表現している。
②工場の仕事の様子と地域の人々の生
活との関連を考え，適切に表現している。

① 地域に見られる生産の仕事について，
予想や学習計画を立てたり，ふり返ったり
して，学習問題を追究し，解決しようとして
いる。

社会

学校のまわりの様子について、地形や土
地利用、交通の広がり、主な公共施設の
場所と働き、古くから残る建造物の分布な
どに着目して、観察・調査したり地図など
の資料で調べたりして、白地図などにまと
めることで学校のまわりの様子を捉え、場
所による違いを考え、表現することを通し
て、身近な地域の様子を理解できるよう
にするとともに、主体的に学習問題を解決
しようとする。

第３学年

学校のまわり

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○身近な地域の地形や土地利用、交通
の広がり、主な公共施設の場所と働き、
古くから残る建造物の分布などについて
観察・調査したり地図などの資料で調べ
たりして、必要な情報を集め、読み取り、
身近な地域の様子を大まかに理解してい
る。
○調べたことを方位や主な地図記号を使
い、白地図にまとめている。

○身近な地域の地形や土地利用、交通
の広がり、主な公共施設の場所と働き、
古くから残る建造物の分布などに着目し
て、問いを見いだし、身近な地域の様子に
ついて考え、表現している。
○場所ごとの様子を比較したり土地利用
の様子や交通などを関連づけたりして考
え、適切に表現している。

○身近な地域の様子について、予想や学
習計画を立てたり、見直したりして、主体
的に学習を追究し、解決しようとしている。

①都道府県内における市の位置，市の地
形や土地利用，交通の広がり，主な公共
施設の場所と働き，古くから残る建造物
の分布などに着目して,問いを見出し，市
の様子について考え表現している。
②場所ごとの様子を比較したり土地利用
の様子や交通などを関連付けたりして考
え，適切に表現している。

①市の様子について，予想や学習計画を
立てたり，学習をふり返ったりして，学習
問題を追究し，解決しようとしている。

市の様子 市の様子について，都道府県内における
市の位置,市の地形や土地利用,交通の広
がり,市役所など主な公共施設の場所と働
き,古くから残る建造物の分布などに着目
して，観察・調査したり地図などの資料で
調べ，まとめることで市の様子をとらえ，
場所による違いを考え，表現することを通
して，自分たちの市の様子を大まかに理
解できるようにするとともに，主体的に学
習問題を追究・解決しようとする態度を養
う。

農家の仕事

①都道府県内における市の位置，市の地
形や土地利用，交通の広がり，主な公共
施設の場所と働き，古くから残る建造物
の分布などについて観察・調査したり地図
などの資料で調べたりして，必要な情報を
集め，読み取り，市の様子を理解してい
る。
②調べたことを白地図や文などにまとめ，
市の様子を理解している。

地域に見られる農家の仕事について，仕
事の種類や産地の分布，仕事の工程な
どに着目して，見学・調査したり地図など
の資料で調べたりして，白地図などにまと
めることで生産に携わっている人々の仕
事の様子をとらえ，地域の人々の生活と
の関連を考え，表現することを通して，農
家の仕事は，地域の人々の生活と密接な
関わりをもって行われていることを理解で
きるようにするとともに，主体的に学習問
題を追究・解決しようとする態度を養う。

①農家の仕事の種類や産地の分布，仕
事の工程などについて見学・調査したり地
図などの資料で調べたりして，必要な情
報を集め，読み取り，生産の仕事に携
わっている人々の仕事の様子を理解して
いる。
②調べたことを白地図や文などにまとめ，
生産の仕事は，地域の人々の生活と密接
な関わりをもって行われていることを理解
している。

①農家の仕事の種類や産地の分布，仕
事の工程などに着目して，問いを見出し，
生産に携わっている人々の仕事の様子に
ついて考え表現している。
②生産の仕事の様子と地域の人々の生
活との関連を考え，適切に表現している。

①地域に見られる生産の仕事について，
予想や学習計画を立てたり，学習をふり
返ったりして，学習問題を追究し，解決し
ようとしている。



教科 学年
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かたちであそぼう　「ペントミノ」

・ いくつかの図形を組み合わせて正方形や長方形を作
る活動を通して，図形に親しみ，その楽しさを味わう。

形の特徴に着目して，正方形や長方形の作り方を考え，
表現している。

主体的に数学的活動に取り組むとともに，図形を工夫し
て組み合わせて正方形や長方形を作ろうとしている。

3年のふくしゅう
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容について解決の仕方を理解し，問題を解決す

ることができる。

考える力をのばそう　「間の数に注目して」

・ 直線や円周上に等間隔に配置されたものの数と間の
数との関係に着目して，図を用いて問題内容を整理し，
考察する力を伸ばす。

図や式を用いて，直線上に配置された場合と円周上に
配置された場合の違いを理解している。

対応の考えに着目して，直線上に等間隔に配置された
場合について，間の数とものの数の関係を考え，説明し
ている。

そろばん

そろばんによる数の表し方について理解しそろばんを用
いて簡単な加法及び減法の計算ができるようにするとと
もに，数学的表現を適切に活用して大きな数や小数の仕
組みを考える力を養うとともに，計算の過程を振り返り，
今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。

そろばんを用いた加減計算の仕方を理解し，それらを活
用して簡単な加減計算をすることができる。

そろばんの仕組みや十進位取り記数法の仕組みに着目
し，数の入れ方や払い方を考え，説明している。

そろばんの仕組みと十進数の仕組みを振り返り，数理的
な処理のよさに気づき今後の生活や学習に活用しようと
している。

18．わかりやすく整理して表そう
［ぼうグラフと表］

日常の事象について，観点別にデータを分類整理する
ことについて理解し，表や棒グラフに表したり読み取った
りすることができるようにするとともに，数学的表現を適
切に活用して表やグラフから見出したことを考察する力
を養い，データを整理し考察した過程を振り返り，今後
の生活や学習に活用しようとする態度を養う。

日時や場所などの観点別にデータを分類整理すること
を理解し，それらを活用して表や棒グラフから項目間の
関係や集団のもつ全体的な特徴を読み取ったりすること
ができる。

目的に応じてデータを整理する観点に着目し，身の回り
の事象について表や棒グラフを用いて考察したり，見出
したことを分かりやすく表したりする方法について考え，
説明している。

データを分類整理したり，それらを基に身の回りの事情
について考察したりした過程を振り返り，数理的な処理
のよさに気づき，今後の生活や学習に活用しようとして
いる。

17．三角形を調べよう　［三角形と角］

円を用いた作図を通して二等辺三角形や正三角形の辺
の特徴や角の大きさについて理解し，図形の特徴をとら
えることができるようにするとともに，数学的表現を適切
に活用して図形を構成する要素や構成の仕方を考える
力を養い，辺の長さや角の大きさに着目し，図形を考察
した過程を振り返り，今後の生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

二等辺三角形や正三角形の辺の特徴や角の大きさにつ
いて知り，それらを活用してそれぞれの図形の意味や性
質，作図の方法を理解している。

図形を構成する要素に着目し，二等辺三角形や正三角
形の性質を考えるとともに，それらの作図の仕方につい
て考え，説明している。

辺の長さや角の大きさなどの図形を構成する要素に着
目し，身の回りのものの形を図形としてとらえたことを振
り返り，図形の敷き詰めなどの活動によって模様の美し
さや平面の広がりに気づき，今後の生活や学習に活用し
ようとしている。

倍の計算

数量の関係や倍の意味について理解し，比較量や基準
量，割合を求められるようにするとともに，数学的表現を
適切に活用して倍の意味を図や式を用いて考える力を
養い，二つの数量の関係を考察した過程を振り返り，今
後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。

数量の関係や倍の意味を理解し，問題場面に応じて
テープ図や□を使った式などを用いながら，答えを求め
ることができる。

問題場面や数量の関係に着目し，倍の意味や計算方法
について考え，説明している。

問題場面や数量の関係，倍の意味について考えた過程
を振り返り，数理的な処理のよさに気づき，今後の生活
や学習に活用しようとしている。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

16．かけ算の筆算を考えよう
［かけ算の筆算(2)］

2～3位数に2位数をかける乗法の計算について理解し，
その計算が確実にできるようにし，乗法について成り立
つきまりについて理解することができるようにするととも
に，数学的表現を適切に活用して，計算した過程を振り
返り，今後の生活や学習に活用しようとする態度を養
う。

2～3位数×1位数の乗法の筆算の仕方を活用して，2～
3位数×2位数の乗法を筆算で計算することができる。

数の構成や乗法について成り立つきまり，既習の2～3位
数×1位数の筆算の仕方に着目し，2～3位数×2位数の
筆算の仕方について考え，説明している。

2～3位数×2位数の筆算について，既習の計算方法を
基に考えたことを振り返り，数理的な処理のよさに気づ
き，今後の生活や学習に活用しようとしている。

15．□を使って場面を式に表そう
［□を使った式］

未知の数量を表す□を用いて数量の関係を式に表すこ
とについて理解し，数量の関係を式に表したり，□に数
をあてはまる数を調べられるようにするとともに，数学的
表現を適切に活用して数量の関係を簡潔に表したり，式
の意味を読み取ったりする力を養い，数量の関係を表す
式を考察した過程を振り返り，今後の生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

数量の関係を表す式に未知の数量を表す□を用いるこ
とを理解し，それらを活用して問題場面を式や図に表し
たり，式の意味を読み取って問題場面を考え，□にあて
はまる数の調べ方を理解したりしている。

数量の関係や問題場面に着目し，数量の関係を図や式
を用いて簡潔に表したり，式と図を関連づけて読み取っ
たりすることを通して未知の数量を表す□を用いた式に
ついて考え，説明している。

未知の数量を□を用いて表すことで，問題場面を式や
図に表せることのよさを振り返り，数理的な処理のよさに
気づき，今後の生活や学習に活用しようとしている。

14．分数を使った大きさの表し方を調べよう
［分数］

分数の意味や分数を用いた大きさの表し方を理解し，分
数の加法及び減法の計算ができるようにするとともに，
数学的表現を適切に活用して分数での端数の表し方や
小数との関係を考える力を養い，分数の仕組みを用い
て考えた過程を振り返り，今後の生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

端数部分を表す数や大きさを表す数としての分数やそ
の表し方を理解し，それらを活用して分数の加減法の計
算や1/10の位までの小数と分母が10の分数の関係につ
いて理解している。

分数は基準量を任意に等分した単位分数のいくつ分か
を表していることに着目して，数の大きさを図に表した
り，計算したりする方法を考え，説明している。

分数を用いることで，整数で表せない等分してできる部
分の大きさや端数部分の大きさを表せるようになること
を振り返り，数理的な処理のよさに気づき，今後の生活
や学習に活用しようとしている。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

13．重さをはかって表そう
［重さのたんいとはかり方］

重さの単位と測定について理解し，適切に単位を用いて
重さを表したり，およその見当をつけ計器を適切に選択
して測定したりできるようにするとともに，数学的表現を
適切に活用して単位の関係を統合的に考える力を養
い，重さの表し方について考えた過程を振り返り，量感
覚を身につけ，今後の生活や学習に活用しようとする態
度を養う。

重さについて，単位や単位の関係を理解し，およその見
当をつけ，適切な計器を選んで測定することができる。

身の回りのものの重さやその単位に着目し，量感覚を身
につけたり，単位の関係を統合的に考え，説明したりして
いる。

身の回りにあるものの重さやそれらを数値化することの
よさ，普遍単位の必要性を振り返り，数理的な処理のよ
さに気づき，今後の生活や学習に活用しようとしている。

おぼえているかな？ ・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

12．数の表し方やしくみを調べよう　［小数］

小数の意味や表し方について理解し，加法及び減法の
計算ができるようにするとともに，数学的表現を適切に
活用して小数の表し方や仕組み，計算の仕方を整数の
十進構造と関連づけて考え，小数の意味や表し方につ
いて振り返り，今後の生活や学習に活用しようとする態
度を養う。

端数部分の大きさを表す際に小数を用いることや小数
の仕組みについて理解し，それらを活用して1/10の位ま
での小数の加減法の計算をすることができる。

数の表現や数のまとまりに着目し，小数の記数法は整
数の十進位取り記数法を拡張したものととらえ，数の大
小関係や加減法の計算について考え，説明している。

小数の意味や表し方，加減法の計算の仕方について，
図や式などの数学的表現を用いて考えた過程を振り返
り，数理的な処理のよさに気づき今後の生活や学習に活
用しようとしている。

かたちであそぼう　「タングラム」

・ 基本図形を組み合わせていろいろな形を作る活動を通
して，図形に親しみ，その楽しさを味わう。

形の特徴に着目して，いろいろな図形を組み合わせた形
の作り方を考え，表現している。

基本図形を工夫して組み合わせていろいろな形を作ろう
としている。

11．まるい形を調べよう　［円と球］

円や球を構成する要素や性質について理解し，コンパス
を用いた作図や長さをはかり取ったり移したりすることが
できるようにするとともに，数学的表現を適切に活用して
構成の仕方や身の回りのものを円や球として考える力を
養い，図形をかいたり確かめたりする活動を振り返り，今
後の生活や学習に活用しようとしている。

円の中心や半径，直径について，円に関連して球の直
径などを理解し，それらを活用してコンパスで円をかい
たり，等しい長さをはかり取ったり移したりすることができ
る。

円や球を構成する要素に着目し，構成の仕方や身の回
りのものに図形の性質がどのように活用されているかに
ついて考え，説明している。

円や既習の図形の作図を基に模様をかくなどの活動を
通して，身の回りから円や球を見つけたり，図形のもつ
美しさに関心をもったりしたことを振り返り，数理的な処
理のよさに気づき今後の生活や学習に活用しようとして
いる。

どんな計算になるのかな？

・ 加減乗除法を適用して問題を解決することを通して，
演算を決定する能力を伸ばす。

問題場面を理解し，適切に立式し計算することができ
る。

主体的に数学的活動に取り組み，既習内容を活用して，
どんな式を用いて解決すればよいかを考えようとしてい
る。

10．わり算や分数を考えよう
［大きい数のわり算，分数とわり算］

簡単な場合について，除数が1位数で商が2位数の除法
の計算の仕方や分数と除法の関係について理解し，計
算ができるようにするとともに，数学的表現を適切に活
用して計算方法や問題場面における分数の意味につい
て考える力を養い，既習の計算方法や分数を除法として
みた過程を振り返り，今後の生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

・ 簡単な場合の2位数÷1位数の計算の仕方について理
解し，計算することができる。
・ 分数で表される場面を適切にとらえ，除法を用いて答
えを求めることができる。

・ 簡単な場合の2位数÷1位数の計算の仕方について，
既習の計算の仕方や図などを用いて，数の構成に着目
して考え，説明している。
・ 等分することや分数の意味に着目して，分数で表され
ている場面について，除法を用いて計算することを考
え，説明している。

・ 簡単な場合の2位数÷1位数の計算の仕方について，
具体物や図，式を関連づけたり，既習の計算の仕方など
を基に考えたりしながら，その過程を振り返り，数理的な
処理のよさに気づき今後の生活や学習に活用しようとし
ている。
・ 分数と除法の関係やもとの数と分数の関係を考えた
過程を振り返り，数理的な処理のよさに気づき今後の生
活や学習に活用しようとしている。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

9．大きい数のかけ算のしかたを考えよう
［かけ算の筆算(1)］

2位数や3位数に1位数をかける乗法の計算の仕方につ
いて理解し，確実に計算することや成り立つ性質につい
て理解できるようにするとともに，数学的表現を適切に
活用して，乗法の成り立つ性質を活用したり，計算を確
かめたりしながら，計算した過程を振り返り，今後の生活
や学習に活用しようとする態度を養う。

2～3位数×1位数の乗法の筆算の仕方を理解し，それら
を活用して計算することができる。

数の構成や既習の乗法計算に着目し，2～3位数×1位
数の筆算について考え，説明している。

2～3位数×1位数の筆算の仕方について，乗法九九な
どの基本的な計算を基に考えたことを振り返り，数理的
な処理のよさに気づき今後の生活や学習に活用しようと
している。

8．10000より大きい数を調べよう
［大きい数のしくみ］

万の単位や1億までの整数について知り，十進位取り記
数法や4桁区切りによる命数法（万進法）を基に，大きな
数の読み方や計算の仕方を考えるとともに，整数の表し
方について数学的表現を用いて考えた過程を振り返り，
今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。

万の単位や1億までの整数を知り，十進位取り記数法に
ついての理解を深めるとともに，10倍，100倍，1000倍，
1/10にした数や，数や式の相等，大小関係を等号や不
等号を用いて表す方法を理解している。

数の構成や仕組みに着目し，万の単位を用いた数の仕
組みについて類推して考え，大きな数の大小の比べ方
や表し方を統合的にとらえ，説明している。

1億までの数の仕組みや表し方について，統合的にとら
えた過程や結果を振り返り，数理的な処理のよさに気づ
き今後の生活や学習に活用しようとしている。

7．わり算を考えよう　［あまりのあるわり算］

わり切れない場合の除法や余りについて理解し，計算す
ることができるようにするとともに，数学的表現を適切に
活用して，除法の意味や計算の仕方を具体物や図，式
を用いて表す力を養うとともに，問題場面における数量
の関係に着目し，数理的に処理した過程を振り返り，今
後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。

わり切れない場合の除法の計算や余りと除数の大小関
係について理解し，それらを活用して数量の関係をとら
えることができる。

数量の関係に着目し，わり切れる場合とわり切れない場
合の除法を統合してとらえ，除法の意味や計算に成り立
つ性質について考え，説明している。

日常生活の問題を解決した過程や得られた結果を吟味
したことを振り返り，数理的な処理のよさに気づき今後の
生活や学習に活用しようとしている。

6．数をよく見て暗算で計算しよう　［暗算］

2位数どうしの加減法の暗算について理解し，計算する
ことができるようにするとともに，数学的表現を適切に活
用して暗算による計算の仕方を考える力を養い，暗算の
よさを振り返り，今後の生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

被減数が100の減法の暗算や2位数どうしの加減法を暗
算で計算することができる。

数の構成や加減法に関して成り立つ性質に着目して，暗
算による計算の仕方を工夫して考え，説明している。

2位数どうしの加減法を暗算で計算したことを振り返り，
数理的な処理のよさに気づき今後の生活や学習に活用
しようとしている。

5．長い長さをはかって表そう
［長いものの長さのはかり方と表し方］

量の単位や測定について理解し適切に単位を用いて長
さを表したり，およその見当をつけ計器を適切に選択し
て測定したりすることができるようにするとともに，数学
的表現を適切に活用して既習の単位を含めた単位の関
係を統合的に考える力を養い，身の回りのものの長さを
測定した過程を振り返り，量感覚を身につけ，今後の生
活や学習に活用しようとする態度を養う。

長さの単位（キロメートル(㎞)）や測定の意味を理解し，
長さについての豊かな感覚をもつとともに，それらを活
用して適切に長さを単位で表したりおよその見当をつけ
適切な単位や計器を選択して測定したりすることができ
る。

身の回りのものの長さや長さの単位に着目し，長さの測
定の方法や単位の関係について説明している。

長さについての単位や計器を用いて身の回りのものの
長さをはかったり，既習の単位との関係について考えた
りしたことを振り返り，数理的な処理のよさに気づき今後
の生活や学習に活用しようとしている。

考える力をのばそう　「重なりに注目して」

・ 2つの量の重なる部分に着目する問題を通して，数量
の関係を図に表し考える能力を伸ばす。

線分図を活用して2つの量の重なる部分に着目し，答え
の求め方を考え，説明している。

数量の関係を線分図に表し，問題を解決したことを振り
返り，価値づけている。

4．大きい数の筆算を考えよう
［たし算とひき算の筆算］

3～4位数の加減法の筆算の仕方を理解しその技能を身
につけ，既習の数の構成や筆算の仕方を活用して筆算
の仕方を考える力を養うとともに，筆算の仕方をまとめ
た過程を振り返り，既習と統合的にとらえようとしたり今
後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。

3～4位数の加減法の筆算は，2位数などの基本的な加
減法の筆算の仕方を基に考えればよいことを理解し，そ
れらの計算をすることができる。

数の構成に着目し，2～3位数の加減法の筆算の仕方を
活用して3～4位数の加減法の筆算の仕方を図や式など
を用いて考え表現し，筆算の仕方を一般化してまとめて
いる。

3～4位数の加減法の筆算の仕方を，既習の筆算の仕方
や，図や式などを用いて考えた過程や結果を振り返り，
数理的な処理のよさに気づき今後の生活や学習に活用
しようとしている。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

3．同じ数ずつ分けるときの計算を考えよう
［わり算］

除法の意味について理解し，乗法九九１回適用の除法
計算の仕方を図や式を用いて考える力を養うとともに，
除法の計算方法を数学的表現を用いて考えた過程を振
り返り，そのよさに気づき今後の生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

除法が用いられる場合や除法と乗法などとの関係につ
いて知り，除法の意味について理解するとともに，除法
計算をすることができる。

数量の関係に着目し，等分除と包含除を除法として統合
してとらえるとともに，具体物や図，式を用いて計算の仕
方を考え表現している。

除法の意味や計算方法について，式や図などを用いて
考えた過程や結果を振り返り，数理的な処理のよさに気
づき今後の生活や学習に活用しようとしている。

2．時こくと時間のもとめ方を考えよう
［時こくと時間のもとめ方］

秒について知り，時間に関する理解を深めるとともに，
数学的表現を適切に用いて時刻や時間の求め方を考え
る力を養い，それらを今後の生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

秒について知り，他の時間の単位との関係を理解すると
ともに，時刻や時間を求めることができる。

時間の単位に着目し，時間を既習の量と統合的にとらえ
るとともに，図などを用いて時刻や時間の求め方を考
え，説明している。

時刻や時間に関心をもち，数学的に表現・処理したこと
を振り返り，数理的な処理のよさに気づき今後の生活や
学習に活用しようとしている。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

算数 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1．九九を見なおそう　［かけ算］

乗法に関して成り立つ性質やきまりなどの理解を深め，
数学的表現を適切に活用して九九の範囲を超える計算
の仕方を考える力を養うとともに，乗法の計算方法を数
学的表現を用いて考えた過程を振り返り，そのよさに気
づき今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。

乗法に関して成り立つ性質やきまりを理解し，それらを
活用して被乗数や乗数が0や10の乗法計算をすることが
できる。

乗法に関して成り立つ性質やきまりに着目し，九九の範
囲を超える乗法の計算方法を，図や式などを用いて考
え，表現している。

九九の範囲を超える乗法の計算方法について，図や式
などを用いて考えた過程や結果を振り返り，数理的な処
理のよさに気づき今後の生活や学習に活用しようとして
いる。

学びのとびら

・ 算数科の学び方，問題解決の方法やノートのつくり方
を共有したり，教科書の使い方を確認したりして，子ども
たちが自ら教科書を有効に活用して，主体的，対話的で
深い学びを実現できるようにする。
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理科 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

見つけた生物のようすについて，詳しく知りたいことを考
え，表現している。（発言・記録分析）
身の回りの生物について，そのようすや周辺の環境に着
目して比較し，差異点や共通点をもとに考察し，自分の考
えを表現している。（発言・記録分析）

身の回りの生物に進んで関わり，他者と関わりながら生
物を見つけようとしている。（行動観察・発言・記録分析）

２．たねをまこう 植物の種をまき，世話をしながら育てていく中で，植物の
成長の過程や体のつくりを比較しながら調べる活動を通し
て，それらについての理解を図り，観察に関する技能を身
につけるとともに，差異点や共通点を基に，植物の育ち方
や体のつくりについての問題を見いだす力や植物を愛護
しようとする態度を育成することができるようにする。

種のまき方を知り，正しく種をまいている。（行動観察）
植物の栽培をしながら，虫眼鏡や紙テープなどを正しく扱
い，その成長をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）

植物どうしを比較して，差異点や共通点をもとに，植物は
どのように育つのか考え，表現している。（発言・記録分
析）

植物の育ちについて進んで関わり，他者と関わりながら
調べようとしている。（行動観察・発言）

１．生き物をさがそう 身の回りの様々な生物を比較しながらその特徴を調べる
活動を通して，生物の姿や生物と環境との関わりについ
ての理解を図るとともに，差異点や共通点を基に問題を見
いだす力や，生物を愛護する態度を育成することができる
ようにする。

身の回りの生物のようすを，虫眼鏡などを正しく扱いなが
ら調べ，わかりやすく記録している。（行動観察・記録分
析）
生物は，色，形，大きさなど，姿に違いがあることを理解し
ている。（記録分析・ペーパーテスト）

チョウの育ち方や体のつくりに興味をもち，見いだした問
題を追究する活動を通して，育ち方には一定の順序があ
ることと体のつくりの特徴を捉えることができるようにする
とともに，生命を尊重する態度を養うことができるようにす
る。

チョウの卵や幼虫を飼育しながら，虫眼鏡などを正しく扱
い，その成長をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）
チョウの育ち方には一定の順序があることを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）
チョウの成虫の体のつくりについて，虫眼鏡などを正しく
扱いながら調べ，わかりやすく記録している。（行動観察・
記録分析）
チョウの成虫の体は，頭，胸および腹からできていること
を理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

チョウの卵や幼虫がどのように育つのか，観察結果をもと
に考え，表現している。（発言・記録分析）

チョウが卵から成虫までどのように育つのか，観察結果を
もとに考え，表現している。（発言・記録分析）

チョウについて進んで関わり，他者と関わりながら調べよ
うとしている。（行動観察・発言）
チョウの育ちや成虫の体のつくりについて学んだことを学
習や生活に生かそうとしている。（行動観察・発言・記録
分析）

植物の育ちとつくり 植物の世話をしながら育てていく中で，植物の育ちや体
のつくりを比較しながら調べる活動を通して，差異点や共
通点を基に植物の育ちや体のつくりについての問題を見
いだし，表現するとともに，植物の成長による体の変化や
植物は根・茎・葉からできているという体のつくりとそれぞ
れの特徴について捉える。

植物の育ちについて，虫眼鏡や紙テープなどを正しく扱
い，その成長をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）
植物の体は，根，茎および葉からできていることを理解し
ている。（記録分析・ペーパーテスト）

植物の体のつくりについて，複数の種類を比較して，差異
点や共通点をもとに考察し，自分の考えを表現している。
（発言・記録分析）

植物の育ちについて進んで関わり，他者と関わりながら
調べようとしている。（行動観察・発言）

３．チョウを育てよう

４．風とゴムの力のはたらき 風やゴムで動くものをつくったり動かしたりする活動を通し
て，風やゴムの力をはたらかせたときの現象の違いを比
較する能力を育てるとともに，風やゴムの力でものを動か
せることの理解を図り，風やゴムのはたらきについての考
えをもつことができるようにする。

風の力のはたらきについて，送風機などを正しく扱いなが
ら調べ，結果をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）
風の力は，ものを動かすことができること，また，風の力
の大きさを変えると，ものが動くようすも変わることを理解
している。（記録分析・ペーパーテスト）
ゴムの力のはたらきについて，器具を正しく扱いながら調
べ，結果をわかりやすく記録している。（行動観察・記録
分析）
ゴムの力は，ものを動かすことができること，また，ゴムの
力の大きさを変えると，ものが動くようすも変わることを理
解している。（記録分析・ペーパーテスト）

風の強さと車が動く距離の関係について，問題を見いだし
ている。（発言・記録分析）
風の力のはたらきについて，実験で得られた結果を比較
して考察し，自分の考えを表現している。（発言・記録分
析）
ゴムの力のはたらきについて，実験で得られた結果を比
較して考察し，自分の考えを表現している。（発言・記録
分析）

風やゴムの力をはたらかせたときの現象に進んで関わ
り，他者と関わりながら調べようとしている。（行動観察・
発言）
風とゴムの力のはたらきについて学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。（行動観察・発言・記録分析）

花のかんさつ 植物の花がさいているようすに興味・関心をもち，植物の
育ちを前の観察記録と比較したり，他の植物と比較したり
しながら調べる活動を通して，差異点や共通点を基に植
物の育ちについての問題を見いだし，表現するとともに，
植物の成長による体の変化や花がさいているようすにつ
いて捉える。

植物の育ちや花のようすについて，虫眼鏡などを正しく扱
い，その成長をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）

植物の育ちや花のようすについて進んで関わり，他者と
関わりながら調べようとしている。（行動観察・発言）

５．こん虫のかんさつ 身の回りのいろいろな昆虫を比較する活動を通して，それ
ぞれ色，形，大きさなどの姿が違うこと，食べ物やすみか
などの周辺の環境とかかわって生きていることをとらえる
ようにする。また，昆虫の体のつくりや育ちには一定のき
まりがあるという考えをもつことができるようにする。

生物は，周辺の環境と関わって生きていることを理解して
いる。（記録分析・ペーパーテスト）
昆虫の成虫の体は頭，胸および腹からできていることを理
解している。（記録分析・ペーパーテスト）
昆虫の育ち方には一定の順序があることを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

身の回りの昆虫と環境との関わりについて，複数の昆虫
を比較して考察し，自分の考えを表現している。（発言・記
録分析）
昆虫の育ち方について，複数の昆虫を比較して考察し，
自分の考えを表現している。（発言・記録分析）

身の回りの昆虫について進んで関わり，他者と関わりな
がら調べようとしている。（行動観察・発言）
身の回りの昆虫について学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。（行動観察・発言・記録分析）

植物の一生 植物の実ができたようすに興味・関心をもち，植物の育ち
を前の観察記録と比較したり，他の植物と比較したりしな
がら植物の一生をまとめる活動を通して，植物の育ち方に
は，たねから発芽し，子葉が出て，葉が茂り，花が咲き，
実ができた後に枯死するという植物の成長の順序がある
ことを捉えるとともに，生物を愛護する態度を育てる。

植物の育ち方には一定の順序があることを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

植物の育ち方について，複数の植物を比較して，差異点
や共通点をもとに考察し，自分の考えを表現している。
（発言・記録分析）

植物の育ちや実のようすについて進んで関わり，他者と
関わりながら調べようとしている。（行動観察・発言）
植物について学んだことを学習や生活に生かそうとしてい
る。（行動観察・発言・記録分析）

６．かげと太陽 日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら，
太陽の位置と地面の様子を調べる活動を通して，方位磁
針や温度計を用いた観察，実験などに関する技能を身に
付けるとともに，主に日陰の位置や日なたと日陰の地面
の様子の差異点を基に，問題を見いだす力や主体的に問
題解決しようとする態度を養い，太陽と地面の様子との関
係についての考えをもつことができるようにする。

日陰は太陽の光を遮るとできることを理解している。（記
録分析・ペーパーテスト）
影と太陽の位置について，方位磁針や遮光板などを正し
く扱って調べ，結果をわかりやすく記録している。（行動観
察・記録分析）
日陰の位置は，太陽の位置の変化によって変わることを
理解している。（記録分析・ペーパーテスト）
温度計を正しく扱って，日なたと日陰の地面の温度を調
べ，結果をわかりやすく記録している。（行動観察・記録
分析）
地面は太陽によって暖められ，日なたと日陰では暖かさ
や湿り気に違いがあることを理解している。（記録分析・

時刻による日陰の位置の変化を比較して問題を見いだ
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）
日なたと日陰の地面のようすを比較して問題を見いだし，
自分の考えを表現している。（行動観察・発言・記録分
析）
日なたと日陰の地面について，実験で得られた結果を比
較して考察し，自分の考えを表現している。（発言・記録
分析）

太陽と地面のようすについて進んで関わり，他者と関わり
ながら調べようとしている。（行動観察・発言）
太陽と地面のようすについて学んだことを学習や生活に
生かそうとしている。（行動観察・発言・記録分析）

７．光のせいしつ 光を当てたときの明るさや暖かさに着目して，光の強さを
変えたときの現象の違いを比較しがら，光の性質を調べ
る活動を通して，平面鏡や虫眼鏡を用いた観察，実験な
どに関する技能を身につけるととともに，主にはね返した
日光の明るさや暖かさの差異点を基に，問題を見いだす
力や主体的に問題解決しようとする態度を養い，光の性
質についての考えをもつことができるようにする。

日光は直進し，反射させることができることを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）
的の明るさや温度について，鏡や温度計などを正しく扱っ
て調べ，結果をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）
日光は集めることができること，ものに日光を当てるともの
の明るさや暖かさが変わることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）
日光は集めることができること，ものに日光を当てるともの
の明るさや暖かさが変わることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

日光を重ねたときの実験で得られた結果を比較して考察
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）
日光を集めたときについて，既習事項をもとに予想を発想
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）

光の性質について進んで関わり，他者と関わりながら調
べようとしている。（行動観察・発言）
光の性質について学んだことを学習や生活に生かそうとし
ている。（行動観察・発言・記録分析）

８．電気で明かりをつけよう 乾電池，豆電球，ソケット，導線を使い，豆電球が点灯す
るつなぎ方と点灯しないつなぎ方とを比較したり，回路の
一部にいろいろなものを入れて点灯するかどうかを調べた
りし，見いだした問題を興味・関心をもって追究する活動を
通して，電気の回路のつなぎ方や電気を通すものについ
ての考えをもつことができるようにする。

電気の回路について，乾電池や豆電球を正しく扱いなが
ら調べ，結果をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）
電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があることを理解
している。（記録分析・ペーパーテスト）
電気を通すものと通さないものがあることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

明かりがつくときの実験で得られた結果を比較して考察
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）
電気を通すものについて予想し，自分の考えを表現してい
る。（発言・記録分析）
電気を通すものの実験で得られた結果を比較して考察
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）

電気の回路について進んで関わり，他者と関わりながら
調べようとしている。（行動観察・発言）
電気の回路について学んだことを学習や生活に生かそう
としている。（行動観察・発言・記録分析）

９．じしゃくのふしぎ

身の回りの磁石の性質を利用した道具などから見いだし
た問題について，興味・関心をもって追究する活動を通し
て，磁石につくものとつかないものを表などに分類，整理
しながら比較する能力を育てるとともに，それらについて
の理解を図り，磁石の性質についての考えをもつことがで
きるようにする。

磁石につくものについて，磁石などを正しく扱いながら調
べ，その結果をわかりやすく記録している。（行動観察・記
録分析）
磁石に引きつけられるものと引きつけられないものがある
ことを理解している。（記録分析・ペーパーテスト）
磁石の異極は引き合い，同極は退け合うことを理解して
いる。（記録分析・ペーパーテスト）
磁石に近づけると磁石になるものがあることを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

磁石につくものを，既習事項をもとに予想を発想し，自分
の考えを表現している。（発言・記録分析）
磁石につくものの実験で得られた結果を比較して考察し，
自分の考えを表現している。（発言・記録分析）
磁石についた鉄の実験で得られた結果を考察し，自分の
考えを表現している。（発言・記録分析）

磁石の性質について進んで関わり，他者と関わりながら
調べようとしている。（行動観察・発言）
磁石の性質について学んだことを学習や生活に生かそう
としている。（行動観察・発言・記録分析）

１０．音のせいしつ

トライアングルで音を出したりや糸電話で音を伝えたりす
る活動を通して，音を出したときの震え方の違いを比較す
る能力を育てるとともに，音の大小と震え方の関係への
理解を図り，音の性質についての考えをもつことができる
ようにする。

ものから音が出るとき，ものは震えていること，また，音の
大きさが変わるときものの震え方が変わることを理解して
いる。（記録分析・ペーパーテスト）
糸電話を正しく扱いながら調べ，結果をわかりやすく記録
している。（行動観察・記録分析）
ものから音が伝わるとき，ものは震えていることを理解し
ている。（記録分析・ペーパーテスト）

音が出ているときのもののようすについて問題を見いだ
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）
音が出ているときの実験で得られた結果を比較して考察
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）

音の性質について進んで関わり，他者と関わりながら調
べようとしている。（行動観察・発言）
音の性質について学んだことを学習や生活に生かそうとし
ている。（行動観察・発言・記録分析）

１１．ものと重さ

物の形や体積に着目して，物の重さを比較しがら，物の
性質を調べる活動を通して，自動上皿ばかりを用いた観
察，実験などに関する技能を身につけるととともに，主にも
のの形や種類による重さの差異点や共通点を基に，問題
を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度を養
い，物の性質についての考えをもつことができるようにす
る。

自動上皿はかりを正しく扱って調べ，結果をわかりやすく
記録している。（行動観察・記録分析）
ものは，形が変わっても重さは変わらないことを理解して
いる。（記録分析・ペーパーテスト）
ものは，体積が同じでも重さは違うことがあることを理解し
ている。（記録分析・ペーパーテスト）

ものの形を変えたときの重さについて問題を見いだし，自
分の考えを表現している。（行動観察・発言）
ものの体積と重さの実験で得られた結果を比較して考察
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分析）

ものと重さについて進んで関わり，他者と関わりながら調
べようとしている。（行動観察・発言）
物と重さについて学んだことを学習や生活に生かそうとし
ている。（行動観察・発言・記録分析）

おもちゃランド

風とゴムの力のはたらき，光と音の性質，乾電池や豆電
球，磁石，ものの体積と重さの関係などを利用したおも
ちゃづくりを通して，学習したことについて興味・関心をもっ
て追究する能力を育てるようにする。

器具を正しく扱いながらおもちゃを製作している。（行動観
察・作品分析）

これまで学習したことを意識して，おもちゃの計画を立て
ている。（行動観察・記録分析）

これまで学習したことを生かして，他者と関わりながらおも
ちゃを製作しようとしている。（行動観察・発言）
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<物語の音楽を楽しもう>

「ピーターとおおかみ」

○曲想と音色や旋律など音楽の構造との関わりに気付

く。

○楽器の音色，旋律の特徴，強弱や速度の変化を聴き
取り，それらの働きが生み出すよさや美しさ，面白さを
感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え，曲のよさを見いだし，曲全体を味わっ
て聴く。

○各キャラ クターの表現や，物語の音楽を楽しみなが

ら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，物語の音楽

○各キャラ クターのテーマの曲想と，音色や旋律など音

楽の構造との関わりに気付いている。

○各楽器の音色，「ピーターとおおかみ」の各旋律の特

徴，強弱や速度の変化を聴き取り，それらの働きが生み

出すよさや美しさ，面白さを感じ取りながら，聴き取った
ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲のよさ
を見いだし，曲全体を味わって聴いている。

○各キャラ クターの表現や，物語の音楽を楽しみなが

ら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<音のスケッチ>

音のひびきや
組み合わせを楽しもう

○いろいろな打楽器の音の響きやそれらの組合せの特

徴について，それらが生み出すよさや面白さなどと関わ
らせて気付くとともに，発想を生かした表現をするため

に必要な，設定した条件に基づいて，即興的に音を選
択したり組み合わせたりして表現する技能を身に付け

る。

○打楽器の音色や強弱などを聴き取り，それらの働き
が生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，即
興的に表現することを通して，音楽づくりの発想を得

る。

○打楽器の音の響きや組み合わせを楽しみながら，主

体的・協働的に音楽づくりの学習に取り組み，いろいろ
な打楽器に親しむ。

○いろいろな打楽器の音の響きやそれらの組合せの特

徴について，それらが生み出すよさや面白さなどと関わ
らせて気付いている。

○発想を生かした表現をするために必要な，設定した
条件に基づいて，即興的に音を選択したり組み合わせ

たりして表現する技能を身に付けている。

○　打楽器の音色や強弱などを聴き取り，それらの働き

が生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，即

興的に表現することを通して，音楽づくりの発想を得て
いる。

○

○　打楽器の音の響きや組み合わせを楽しみながら，

主体的・協働的に音楽づくりの学習に取り組もうとして
いる。

みんなで合わせて ○曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや，曲
想と歌詞の内容との関わりに気付くとともに，互いの歌

声や伴奏を聴いて，声や音を合わせて演奏する技能を
身に付ける。

○旋律やリズム，楽器の音の響きや重なりを聴き取り，

それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲

の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように演奏するか
について思いや意図をもつ。

○音を合わせて演奏することに興味をもち，音楽活動

を楽しみながら，1年間の学習を生かして，主体的・協働
的に学習活動に取り組み，歌の表す物語や合唱奏に親

しむ。

○曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや，曲
想と歌詞の内容との関わりに気付いている。

○互いの歌声や伴奏を聴いて，声や音を合わせて演奏
する技能を身に付けている。

○

○旋律やリズム，楽器の音の響きや重なりを聴き取り，
それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲
の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように演奏するか

について思いや意図をもっている。

○音を合わせて演奏することに興味をもち，音楽活動
を楽しみながら，1年間の学習を生かして，主体的・協働

的に学習活動に取り組んでいる。

ききどころを見つけて 〇曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりに気付
く。

〇楽器の音色，旋律の特徴や反復と変化などを聴き取

り，それらの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りな
がら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え，曲のよさを見いだし，曲全体を味わって聴く。
〇楽器の音色，旋律の特徴や反復と変化に興味をも

ち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活

動に取り組み，オーケストラ の響きに親しむ。

〇曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりに気付
いている。

〇楽器の音色，旋律の特徴や反復と変化などを聴き取
り，それらの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りな

がら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え，曲のよさを見いだし，曲全体を味わって聴いてい
る。

〇楽器の音色，旋律の特徴や反復と変化に興味をも
ち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活

動に取り組んでいる。

<めざせ 楽き名人>

「あくびの歌」
「冬さん，さようなら」

〇リコーダーの音色と演奏の仕方との関わりに気付くと

ともに，音色や響きに気を付けて演奏する技能や，互
いの音を聴き，音を合わせて演奏する技能を身に付け

る。
〇リコーダーの音色，旋律の流れ，かけ合いや重なりを

聴き取り，それらの働きが生み出すよさや美しさを感じ

取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに
ついて考え，どのように演奏するかについて思いや意

図をもつ。
〇リコーダーの響きや声部の役割に合った表現に興味

をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学

習活動に取り組み，リコーダーや二重奏・二部合奏に親

〇リコーダーの音色と「かえり道」の演奏の仕方との関

わりに気付いている。
〇音色や響きに気を付けて演奏する技能や，互いの音

を聴き，音を合わせて演奏する技能を身に付けてい
る。

〇リコーダーの音色，「冬さん、さようなら」の旋律の流

れ，かけ合いや重なりを聴き取り，それらの働きが生み
出すよさや美しさを感じ取りながら，聴き取ったことと感

じ取ったこととの関わりについて考え，どのように演奏
するかについて思いや意図をもっている。

〇 リコーダーの響きや声部の役割に合った表現に興味

をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学
習活動に取り組んでいる。

アンサンブルの楽しさ 〇曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりに気付
くとともに，互いの楽器の音を聴き，音を合わせて演奏
する技能を身に付ける。

〇旋律やその関わり合い，リズム，楽器の音色や全体

の響きを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白

さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの
関わりについて考え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，
どのように演奏するかについて思いや意図をもったり，

演奏のよさや面白さを見いだして聴いたりする。

〇曲想や各声部の役割を捉えた表現に興味をもち，音

楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に
取り組み，アメリカ 民謡や合唱奏に親しむ。

〇曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりに気付
いている。
〇互いの楽器の音を聴き，音を合わせて演奏する技能

を身に付けている。

〇旋律やその関わり合い，リズム，楽器の音色や全体
の響きを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白
さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，

どのように演奏するかについて思いや意図をもったり，

演奏のよさや面白さを見いだして聴いたりしている。

〇曲想や各声部の役割を捉えた表現に興味をもち，音
楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に
取り組んでいる。

<音のスケッチ>

チャチャチャのリズムで遊ぼう

〇ラ テンのリズムの特徴や，その反復・重なりについ

て，それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて気

付くとともに，音楽の仕組みを用いてリズムアンサンブ
ルをつくる技能を身に付ける。

〇リズムの反復や重なりを聴き取り，それらの働きが生
み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと

感じ取ったこととの関わりについて考え，どのようにまと
まりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図を
もつ。

〇ラ テンのリズムに興味をもち，音楽活動を楽しみな

がら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，ラ テン音

楽やリズムアンサンブルに親しむ。

〇ラ テンのリズムの特徴や，その反復・重なりについ

て，それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて気

付いている。
〇音楽の仕組みを用いてリズムアンサンブルをつくる

技能を身に付けている。

〇リズムの反復や重なりを聴き取り，それらの働きが生

み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと

感じ取ったこととの関わりについて考え，どのようにまと
まりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図を

もっている。

〇ラ テンのリズムに興味をもち，音楽活動を楽しみな

がら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

曲に合った歌い方 〇 曲想とフレーズなど音楽の構造との関わりや，曲想と
歌詞の内容との関わりに気付くとともに，互いの歌声や

伴奏を聴いて，声を合わせて歌う技能や，楽器で副次

的旋律を演奏する技能を身に付ける。

〇フレーズの反復や変化，音の重なりを聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴を

捉えた表現を工夫し，どのように歌うかについて思い

や意図をもつ。

〇 曲想を生かした表現に興味をもち，音楽活動を楽し
みながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，5音
をもとにした旋律や輪唱に親しむ。

〇曲想とフレーズなど音楽の構造との関わりや，曲想と
歌詞の内容との関わりに気付いている。

〇互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて歌う技能

や，楽器で副次的旋律を演奏する技能を身に付けてい

る。

〇フレーズの反復や変化，音の重なりを聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったこ

とと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴を

捉えた表現を工夫し，どのように歌うかについて思い

や意図をもっている。

〇曲想を生かした表現に興味をもち，音楽活動を楽し
みながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでい

る。

<にっぽんのうた
みんなのうた>
「ふじ山」(共通教材)

〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌
詞の内容との関わりに気付くとともに，呼吸及び発音の
仕方,姿勢に気を付け，自然で無理のない歌い方で歌う

技能を身に付ける。
〇 旋律のもつリズムや流れを聴き取り，それらの働き
が生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴を捉えた
表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図

をもつ
〇歌詞や曲想を生かした表現に興味をもち，音楽活動
を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組

み，日本のうたに親しむ。

〇「ふじ山」の曲想と，旋律など音楽の構造との関わり
や，曲想と歌詞の内容との関わりに気付いている。
〇呼吸及び発音の仕方,姿勢に気を付け，「ふじ山」を

自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付けてい
る。

〇「ふじ山」の旋律のもつリズムや流れを聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴を

捉えた表現を工夫し，どのように歌うかについて思い
や意図をもっている。

〇「ふじ山」の歌詞や曲想を生かした表現に興味をも
ち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。

遊び歌めぐ り 〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりに気付くととも
に，拍に合わせて歌ったり手合わせしたりする技能を身
に付ける。

〇 旋律やリズム，拍やその流れ，速度を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，
曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うかや
遊ぶかについて思いや意図をもったり，曲のよさを見い

だして聴いたりする。
〇日本や諸外国の歌や遊びに興味をもち，音楽活動を
楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，
多様な遊び歌に親しむ。

〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりに気付いてい
る。
〇拍に合わせて歌ったり手合わせしたりする技能を身

に付けている。

〇旋律やリズム，拍やその流れ，速度を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，

曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うかや
遊ぶかについて思いや意図をもったり，曲のよさを見い
だして聴いたりしている。

〇日本や諸外国の歌や遊びに興味をもち，音楽活動を
楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んで
いる。

せんりつの流れとへん化 〇 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりに気付
く。
〇楽器の音色，旋律の反復と変化を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲

のよさを見いだし，曲全体を味わって聴く。
〇楽器の音色，旋律の特徴や反復と変化に興味をも
ち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活
動に取り組み，バイ オリンやチェ ロの演奏に親しむ。

〇曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりに気付
いている。

〇楽器の音色，旋律の反復と変化を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲
のよさを見いだし，曲全体を味わって聴いている。

〇楽器の音色，旋律の特徴や反復と変化に興味をも
ち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。

<めざせ 楽き名人>
「かえり道」
「レッツゴー ソーレー」

〇リコーダーの音色と演奏の仕方との関わりに気付くと
ともに，互いの音や伴奏を聴きながら演奏する技能や，
発想を生かした表現をするために必要な，設定した条

件に基づいて即興的に音を選んだりつなげたりする技

能を身に付ける。
〇音色や旋律，伴奏の速度やリズム，音の重なりを聴

き取り，それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように演奏す
るかについて思いや意図をもったり，即興的に表現す
ることを通して，音楽づくりの発想を得たりする。

〇リコーダーによる表現に興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，リ
コーダーや二重奏・二部合奏に親しむ。

〇リコーダーの音色と「かえり道」の演奏の仕方との関
わりに気付く。
〇互いの音を聴きながら演奏する技能や，発想を生か

した表現をするために必要な，設定した条件に基づい

て即興的に音を選んだりつなげたりする技能を身に付
ける。

〇互いの音や伴奏を聴きながら「レッツゴー ソーレー」
を演奏する技能を身に付ける。

〇音色や「レッツゴー ソーレー」の旋律，伴奏の速度や
リズムを聴き取り，それらの働きが生み出すよさを感じ
取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに

ついて考え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのよう

に演奏するかについて思いや意図をもっている。

〇　リコーダーによる表現に興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。

<にっぽんのうた

みんなのうた>
「うさぎ」(共通教材)

〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌

詞の内容との関わりに気付くとともに，呼吸や発音の仕
方に気を付けて，自然で無理のない歌い方で歌う技能
を身に付ける。
〇旋律の流れを聴き取り，その働きが生み出すよさを
感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どの
ように歌うかについて思いや意図をもつ。
〇季節との関わりや曲想に合った表現に興味をもち，
音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動
に取り組み，日本のうたに親しむ。

〇「うさぎ」の曲想と，旋律など音楽の構造との関わり

や，曲想と歌詞の内容との関わりに気付いている。
〇呼吸や発音の仕方に気を付けて，「うさぎ」を自然で
無理のない歌い方で歌う技能を身に付けている。

〇「うさぎ」の旋律の流れを聴き取り，その働きが生み出

すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこと
との関わりについて考え，曲の特徴を捉えた表現を工
夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもってい
る。

〇　季節との関わりや曲想に合った表現に興味をもち，

音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動
に取り組んでいる。

<音のスケッチ>

いろいろな声で
表げんして遊ぼう

〇いろいろな声の出し方，つなげ方や重ね方の特徴に

ついて，それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせ
て気付くとともに，発想を生かした表現をするために必
要な，設定した条件に基づいて即興的に声の出し方を
選択したり，音楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能
を身に付けたりする。
〇声の音色や高さ，強弱，長さなどを聴き取り，それら

が生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取った
ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，即興的に
表現することを通して音楽づくりの発想を得たり，どの
ようにまとまりを意識した音楽をつくるかについて思い
や意図をもったりする。

〇いろいろな声の出し方を試し，音楽活動を楽しみなが
ら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，声による音
楽づくりに親しむ。

〇いろいろな声の出し方，つなげ方や重ね方の特徴に

ついて，それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせ
て気付いている。
〇発想を生かした表現をするために必要な，設定した
条件に基づいて即興的に声の出し方を選択したり，音
楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能を身に付けたり
している。

〇声の音色や高さ，強弱，長さなどを聴き取り，それら

が生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取った
ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，即興的に
表現することを通して音楽づくりの発想を得たり，どの
ようにまとまりを意識した音楽をつくるかについて思い
や意図をもったりしている。

〇いろいろな声の出し方を試し，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

歌声ひびかせて 〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌
詞の内容との関わりに気付くとともに，呼吸及び発音の

仕方に気を付け，自然で無理のない歌い方で歌う技
能，ハ長調の楽譜を見て歌う技能を身に付ける。

〇旋律のもつリズムや流れ，歌声を聴き取り，それらの

働きが生み出すよさや美しさ，面白さを感じ取りながら，
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考

え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うか
について思いや意図をもつ。

〇旋律の特徴を生かした表現の工夫に興味をもち，音

楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に
取り組み，歌声や合唱の響きに親しむ。

〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌
詞の内容との関わりに気付いている。

〇呼吸及び発音の仕方に気を付け，自然で無理のない
歌い方で歌う技能，ハ長調の楽譜を見て歌う技能を身

に付けている。

〇旋律のもつリズムや流れ，歌声を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや美しさ，面白さを感じ取りながら，

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うか

について思いや意図をもっている。

〇旋律の特徴を生かした表現の工夫に興味をもち，音
楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に

取り組んでいる。

<こんにちは
リコーダー>

〇リコーダーの音色と演奏の仕方との関わりに気付くと
ともに，音色や響きに気を付け，互いの音や伴奏を聴

いて音を合わせて演奏する技能や，発想を生かした表

現をするために必要な，設定した条件に基づいて，即
興的に音を選んだりつなげたりする技能を身に付け

る。
〇リコーダーの音色，旋律を聴き取り，それらの働きが

生み出すよさや美しさ，面白さを感じ取りながら，聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲
の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように演奏するか

について思いや意図をもったり，即興的に表現すること
を通して音楽づくりの発想を得たり，リコーダーの演奏

のよさを見いだして聴いたりする。

〇リコーダーによる表現に興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，リ

コーダーに親しむ。

〇リコーダーの音色と「シシシでおはなシ」の演奏の仕方
との関わりに気付いている。

〇音色や響きに気を付け，互いの音や伴奏を聴き音を

合わせて「ゆかいなまきば」を演奏する技能や，発想を
生かした表現をするために必要な，設定した条件に基

づいて，即興的に音を選んだりつなげたりする技能を
身に付けている。

〇リコーダーの音色，各曲の旋律を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや美しさ，面白さを感じ取りながら，

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考

え，リコーダーの演奏のよさを見いだして聴いている。
〇リコーダーの音色，「にじ色の風船」の旋律を聴き取

り，それらの働きが生み出すよさや美しさ，面白さを感じ
取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに

ついて考え，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのよう

に演奏するかについて思いや意図をもっている。

〇リコーダーによる表現に興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<にっぽんのうた
みんなのうた>

「茶つみ」(共通教材)

〇旋律のもつリズムの反復や, 休符の効果，曲想と歌詞
の内容との関わりに気付くとともに，互いの歌声や伴奏

を聴いて，声を合わせて歌う技能を身に付ける。
〇旋律のもつリズムの反復を聴き取り，その働きが生

み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと

感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴を捉
えた表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや

意図をもつ。
〇 歌詞や曲想を生かした表現に興味をもち，音楽活動

を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組

み，日本のうたに親しむ。

〇「茶つみ」の旋律のもつリズムの反復や, 休符の効
果，曲想と歌詞の内容との関わりに気付いている。

〇互いの歌声や伴奏を聴いて，「茶つみ」を声を合わ
せて歌う技能を身に付けている。

〇「茶つみ」の旋律のもつリズムの反復を聴き取り，そ
の働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲
の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うかにつ

いて思いや意図をもっている。

〇「茶つみ」の歌詞や曲想を生かした表現に興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

楽ふとドレミ 〇曲想と音階など音楽の構造との関わりや，曲想と歌

詞の内容との関わりに気付くとともに，範唱を聴いたり，
ハ長調の楽譜を見たりして歌う技能を身に付ける。

〇旋律や音の重なり，音階を聴き取り，それらの働きが

生み出すよさや面白さを感じ取りながら，曲の特徴を捉
えた表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや

意図をもつ。
〇ハ長調の視唱視奏や輪唱輪奏による旋律の重なり

に興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働

的に学習活動に取り組み，階名唱奏に親しむ。

〇曲想と音階など音楽の構造との関わりや，曲想と歌

詞の内容との関わりに気付いている。
〇曲想と音階など音楽の構造との関わりや，曲想と歌

詞の内容との関わりに気付いている。

〇旋律や音の重なり，音階を聴き取り，それらの働きが

生み出すよさや面白さを感じ取りながら，曲の特徴を捉
えた表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや

意図をもっている。

〇ハ長調の視唱視奏や輪唱輪奏による旋律の重なり

に興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働
的に学習活動に取り組んでいる

音楽 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

<スキルアップ>
<リズムなかま>で

楽しもう！

<導入>

「小さな世界」

〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌

詞の内容との関わりに気付くとともに，互いの歌声や伴

奏を聴いて，声を合わせて歌う技能を身に付ける。
〇旋律の流れやその変化，歌声を聴き取り，それらの働

きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴を捉え

た表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意

図をもつ。
〇歌詞の持つメッセージを歌にのせることに興味をも

ち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活
動に取り組み，パートナーソングに親しむ。

〇「小さな世界」の曲想と，旋律など音楽の構造との関

わりや，曲想と歌詞の内容との関わりに気付いている。

〇互いの歌声や伴奏を聴いて，「小さな世界」を声を合
わせて歌う技能を身に付けている。

〇リズムの重なりの特徴について，それらの生み出す
よさや面白さなどと関わらせながら気付くとともに，音楽

の仕組みを用いて音楽をつくる技能を身に付ける。

〇リズムの重なりを聴き取り，その働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこ

ととの関わりについて考える。
〇リズム遊びに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，

主体的・協働的に学習活動に取り組み，リズムアンサ

ンブルに親しむ。

〇リズムの重なりの特徴について，その生み出すよさ
や面白さなどと関わらせながら気付いている。

〇音楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能を身に付

けている。

〇リズムの重なりを聴き取り，その働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこ

ととの関わりについて考えている。

〇リズム遊びに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<にっぽんのうた

みんなのうた>
「春の小川」(共通教材)

〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌

詞の内容との関わりに気付くとともに，呼吸や発音の仕
方に気を付けて，自然で無理のない歌い方で歌う技能

を身に付ける。

〇旋律の流れやそのまとまりを聴き取り，それらの働き
が生み出すよさを感じ取りながら，曲の特徴を捉えた表

現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図を
もつ。

〇歌詞や曲想を生かした表現に興味をもち，音楽活動

を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組
み，日本のうたに親しむ。

○「春の小川」の曲想と，旋律など音楽の構造との関わ

りや，曲想と歌詞の内容との関わりに気付いている。
○呼吸や発音の仕方に気を付けて，自然で無理のない

歌い方で「春の小川」を歌う技能を身に付けている。

○「春の小川」の旋律の流れやそのまとまりを聴き取り，

それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，曲の特
徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うかについて

思いや意図をもっている。

○「春の小川」の歌詞や曲想を生かした表現に興味をも

ち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。

〇「小さな世界」の旋律の流れやその変化，歌声を聴き

取り，それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴

き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，
曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うかに

ついて思いや意図をもっている。

〇「小さな世界」の歌詞の持つメッセージを，歌にのせ

ることに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・

協働的に学習活動に取り組んでいる。

<スキルアップ>

「ア ラ ム サム サム」

〇曲想と旋律など音楽の構造との関わりに気付くととも

に，呼吸及び発音の仕方に気を付けて歌う技能を身に
付ける。

〇旋律の重なりを聴き取り，それらの働きが生み出すよ

さや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え，曲の特徴を捉えた表現を

工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
〇声を合わせて歌うことに興味をもち，音楽活動を楽し

みながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，輪唱

に親しむ。

〇「ア ラ ム サム サム」の曲想と，旋律など音楽の構造

との関わりに気付いている。
〇呼吸及び発音の仕方に気を付けて「ア ラ ム サム サ

ム」を歌う技能を身に付けている。

〇「ア ラ ム サム サム」の旋律の重なりを聴き取り，その

働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲

の特徴を捉えた表現を工夫し，どのように歌うかにつ

いて思いや意図をもっている。

〇「ア ラ ム サム サム」を声を合わせて歌うことに興味

をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学
習活動に取り組んでいる。



教科 学年

4

2

6

6

6

2

6

2

4

8

6生まれかわったなかまたち

〇材料の形や色の組み合わせを工夫しよ
う。
〇材料を変身させることをたのしもう。
〇材料からつくりたいなかまを考えよう。

〇材料に触れたり、変形させたり、組み合
わせたりしながら、形や色などの感じがわ
かっている。
〇材料の変化を試しながら、表したいことに
合わせて、形や色の組み合わせ方などの
工夫をしている。

〇靴下や手袋に新聞紙などを詰めたり、ひ
もなどで結んだりした形や色などの感じをも
とに、イメージを広げてつくりたいものを想像
し、材料を生かして表したいなかまを考えて
いる。

〇靴下や手袋などの材料の形を変えていく
ことをたのしもうとしている。

のこぎりひいてザクザク 〇のこぎりの使い方や木切れの組み合わ
せ方を工夫しよう
〇のこぎりで木を切ることをたのしもう。
〇木切れから、つくりたいものを考えよう。

〇のこぎりで角材を切りながら、いろいろな
角材の形の感じがわかっている。
〇のこぎりの扱いに慣れ親しみながら、ど
のようにのこぎりを使うとよいか考え、切り
方や木切れの組み合わせ方を工夫してい
る。

〇切ってできた形の感じから想像を広げ、
つくりたいものを思いつき、どのように組み
合わせて表すか考えている。

〇木の感触に親しみながら、のこぎりを
使って角材を切ることをたのしもうとしてい
る。

さわってわくわく 〇材料の組み合わせ方を工夫しよう。
〇触った感じを生かして、表したいことを見
つけよう。
〇材料の触り心地のよさや違いをたのしも
う。

〇材料を触ったり、見たりして、材料の形や
色などの感じをとらえている。
〇材料に触れながら、形を変えたり、並べ
たり、組み合わせ方を変えたりなどの工夫
をして表している。

〇触り心地から仲間分けをしたり並べたり
しながら、表したいことを見つけ、どのように
貼るかを考えている。

〇材料の触り心地のよさや違いをたのしも
うとしている。

集めて、ならべてマイコレクション 〇材料の形や色の特徴を知ろう。
〇互いのコレクションのよさを見つけよう。
〇身近な材料を集めたり、並べたりすること
をたのしもう。

〇自然のものを集めて、実際に触れなが
ら、形や色の特徴やその感じがわかってい
る。
〇形や色、手触りなどから、自分なりのいろ
いろな仲間分けを思いついている。

〇コレクションの詰め方や並べ方、形や色
などの感じをもとに、自分や友達のコレク
ションのよさを見つけようとしている。

〇形や色、手触りなど自分の気に入った感
じの自然の材料を集めたり、箱に並べたり
することをたのしもうとしている。

トントンくぎ打ち、コンコンビー玉 〇釘の打ち方や材料のつけ方を工夫しよ
う。
〇ビー玉が転がるたのしいコースを考えよ
う。
〇みんなで釘を打ち、つくったコースで遊ぼ
う。

〇金づちを使って釘を打ったり、材料をつけ
たりしながら、形や色の感じがわかってい
る。

〇釘打ちでできる、ビー玉が転がるコース
を考えながら、つくりたいものの発想を広
げ、釘の位置を試したり、ビー玉の動きを確
かめたりしながら、たのしい仕組みを考えて
いる。

〇友達と協力して、釘を打つ感触をたのし
みながら、ビー玉がいろいろな動きをする
形や仕組みに関心をもって、つくったコース
で遊ぶことをたのしもうとしている。

でこぼこさん大集合 〇版のつくり方や写し方を工夫しよう。
〇「でこぼこさん」とそのお話を考えよう。
〇版をつくったり、写したりすることをたのし
もう。

〇凹凸のあるさまざまな材料を集めたり、
紙に写したりすることを通して、あらわれる
形や色の感じがわかっている。

〇凹凸のあるさまざまな材料を集めたり、
紙に写したりすることを通して、あらわれる
形や色の感じがわかっている。

〇いろいろな材料を組み合わせて版をつ
くったり、写したりすることをたのしもうとして
いる。

つかってたのしいカラフルねん土 〇たのしく使えるように、形や色の組み合
わせ方を工夫しよう。
〇軽量紙粘土に絵の具を混ぜて、使ってた
のしいものをつくる。
カラフル粘土で、使ってたのしいものを考え
よう。

〇これまでの経験を生かし紙粘土に色をつ
けて形づくりながら、使ってたのしいものを
工夫して表している。

〇カラフル粘土でできる形や色の感じや自
分のイメージから、使ってたのしいものを思
いつき、どのように表すか考えている。

〇カラフル粘土でつくることをたのしもうとし
ている。

〇にじみでできた形や色の感じから、自分
のイメージをもち、表したいことやお話を思
いつき、表し方を考えている。

〇にじみを生かして自分の色の世界を表す
ことをたのしもうとしている。

光サンドイッチ 〇光と影の形や色の組み合わせを工夫し
よう。
〇光を通した材料からつくりたい飾りを考え
よう。
〇光を通した美しさをたのしもう。

〇光を通す材料を扱ったり形を変えたりしな
がら、光があたるときの材料の形や色など
の感じがわかっている。
〇光や影を意識して、材料の形や色を試し
たり、つくり方を考えたり組み合わせたりし
て工夫している。

〇光や影を意識して、材料の形や色を試し
たり、つくり方を考えたり組み合わせたりし
て工夫している。

〇光を通したときの材料や飾りの美しさをた
のしもうとしている。

にじんで広がる色の世界 〇にじみでできる形や色の組み合わせを工
夫しよう。
〇にじみで表すことをたのしもう
〇にじみでできた形や色からお話を考えよ
う。

〇クレヨンやパスで描いた形の中に絵の具
をたらしてにじみをつくりながら、形や色など
の感じがわかっている。
〇にじみでできる形や色をつくり、それらの
組み合わせを工夫して表している。

図画工作 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
○絵の具遊びで描いた形や色の感じをもと
に、好きな形や色、描く心地よさから思いを
広げて、表したい感じを考えている。

○水彩絵の具でいろいろな描き方を試し、
描く心地よさを味わい、表すことを楽しもうと
している。

ふわふわ空気の積み木 〇袋の積み方やつなぎ方を工夫しよう。
〇袋を積んだりつないだりして、つくりたい
ものを考えよう。
〇空気の積み木のふわふわした心地よさを
たのしもう。

〇膨らませたビニル袋をたくさんつくったり
触れたりしながら、形や色、ビニル袋の感
触や活動する場所の感じがわかっている。
〇膨らませたビニル袋の積み方やつなぎ方
など、体全体を働かせ、活動を工夫してつ
くっている。

〇膨らませたビニル袋の形や色、感触、活
動する場所の感じをもとに、自分のイメージ
を広げながら、造形的な活動を思いついた
り、新しく変化させたりして、どのように活動
するか考えている。

〇膨らませたビニル袋の感触などの心地よ
さを味わい、友達と協力してたのしもうとし
ている。

絵の具と水のハーモニー ○筆の使い方や水の量を工夫しよう。
○絵の具遊びから、描きたいことを考えよ
う。
○絵の具で描くことをたのしもう。

○筆の動かし方や水の量を変えるなどする
ことを通して、あらわれる形や色などの感じ
を理解している。
○水彩絵の具を使ってできる形や色の感
じ、筆の動かし方でできる跡の違いなど、い
ろいろな表し方を工夫している。



令和４年度　評価規準 ※「表現運動」「ゲーム（〇〇型など）」は、運動例となります。
学校名：江戸川区立篠崎第三小学校

教科 学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
3 ・体ほぐしの運動の行い方がわかる。

・手軽な運動を行い，体を動かす楽しさや心地よさを味わ
うことを通して，自己や友達の心と体の状態に気付いた
り，みんなで豊かに関わり合ったりすることができる。

・自己の課題を見付け，その課題を解決するために，様々
な運動の行い方を選んだり，友達と一緒に工夫したりして
いる。
・新たな運動の行い方を考えたり，友達と動きを合わせた
りして，自分の力に合った動き方を選んでいる。
・基本的な動きを身に付けるための運動のポイントや行い
方，心と体の変化について，気づいたり考えたりしたことを
友達に伝えている。

・体ほぐしの運動に進んで取り組んでいる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい
る。
・友達の考えを認めたり，互いの気持ちを尊重し合ったり
しようとしている。
・活動の場の危険物を取り除いたり，用具や活動する場の
安全を確かめたりしている。

5 ・多様な動きをつくる運動の行い方がわかる。
（ア）体のバランスをとる運動
　姿勢や方向，人数を変えて，回る，寝転ぶ，起きる，座
る，立つ，渡るなどの動きやバランスを保つ動きで構成さ
れる運動を通して，体のバランスをとる動きを身に付ける
ことができる。
（イ）体を移動する運動
　姿勢，速さ，リズム，方向などを変えて，這う，歩く，走
る，跳ぶ，はねる，登る，下りるなどの動きで構成される運
動や，一定の速さでのかけ足などの運動を通して，体を移
動する動きを身に付けることができる。
（ウ）用具を操作する運動
　用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，転がす，くぐる，運
ぶ，投げる，捕る，跳ぶ，用具に乗る，跳び越すなどの動
きで構成される運動を通して，巧みに用具を操作する動き
を身に付けることができる。
（エ）力試しの運動
人や物を押す，引く，運ぶ，支える，ぶら下がるなどの動き
や，力比べをするなどの動きで構成される運動の行い方
を知り，力を出し切ったり力の入れ方を加減したりする動
きができる。
（オ）基本的な動きを組み合わせる運動
　バランスをとりながら移動する，用具を操作しながら移動
するなど二つ以上の動きを同時に行ったり，連続して行っ
たりする運動を通して，基本的な動きの組み合わせた動き
を身に付けることができる。

・自己の課題を見付け，その課題を解決するために，様々
な運動の行い方を選んだり，友達と一緒に工夫したりして
いる。
・新たな運動の行い方を考えたり，友達と動きを合わせた
りして，自分の力に合った動き方を選んでいる。
・基本的な動きを身に付けるための運動のポイントや行い
方，心と体の変化について，気づいたり考えたりしたことを
友達に伝えている。

・多様な動きをつくる運動に進んで取り組んでいる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい
る。
・友達の考えを認めたり，互いの気持ちを尊重し合ったり
しようとしている。
・活動の場の危険物を取り除いたり，用具や活動する場の
安全を確かめたりしている。

体育 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

体ほぐしの運動 ・いろいろな体ほぐしの運動を行い，体を動かす楽しさや心
地よさを味わう。

多様な動きをつくる運動 ・体のバランスを取る動き，体を移動する動き，用具を使っ
た動き，力試しの動きを身に付け，それらを工夫したり，組
み合わせたりする。



令和４年度　評価規準 ※「表現運動」「ゲーム（〇〇型など）」は、運動例となります。
学校名：江戸川区立篠崎第三小学校

6 ・マット運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った回転系（前転など）や巧技系（壁倒立
など）の基本的な技ができる。
・基本的な技を繰り返したり組み合わせたりすることがで
きる。
○前転
○後転
○開脚後転
○補助倒立ブリッジ
○側方倒立回転
○壁倒立
○壁登り倒立
○頭倒立

・学習カード，掲示物などを用いて，自分の課題を見付け
ている。
・技のできばえを振り返って，自分の課題を見付けてい
る。
・自分の課題を解決するために，自分の力に合った練習
の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のできばえなど，課題解決
のために考えたことを友達に伝えている。

・マット運動の基本的な技に進んで取り組んでいる。
・マットなどの器械・器具の正しい使い方や試技をする前
の待ち方，技を観察するときなどのきまりを守り，誰とでも
仲よく励まし合っている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし合ったりして，技がうまく
できたときの動き方や気付いたことなどを伝え合う際に，
友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器具の安全を確かめ
たりするとともに，試技の開始前の安全を確かめている。

6 ・鉄棒運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った支持系の基本的な技ができる。
・基本的な技を繰り返したり組み合わせたりすることがで
きる。
○前回り下り
○かかえ込み前回り
○転向前下り
○膝掛け振り上がり
○前方片膝掛け回転
○補助逆上がり
○かかえ込み後ろ回り
○後方片膝掛け回転

・学習カード，掲示物などを用いて，自分の課題を見付け
ている。
・技のできばえを振り返って，自分の課題を見付けてい
る。
・自分の課題を解決するために，自分の力に合った練習
の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のできばえなど，課題解決
のために考えたことを友達に伝えている。

・鉄棒運動の基本的な技に進んで取り組んでいる。
・鉄棒などの器械・器具の正しい使い方や試技をする前の
待ち方，技を観察するときなどのきまりを守り，誰とでも仲
よく励まし合っている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし合ったりして，技がうまく
できたときの動き方や気付いたことなどを伝え合う際に，
友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器具の安全を確かめ
たりするとともに，試技の開始前の安全を確かめている。

8 ・跳び箱運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った切り返し系（開脚跳びなど）や回転系
（台上前転など）の基本的な技ができる。
・基本的な技に十分に取り組んだ上で，それらの発展技に
取り組むことができる。
○開脚跳び（発展技：かかえ込み跳び）
○台上前転
○首はね跳び

・学習カード，掲示物などを用いて，自分の課題を見付け
ている。
・技のできばえを振り返って，自分の課題を見付けてい
る。
・自分の課題を解決するために，自分の力に合った練習
の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のできばえなど，課題解決
のために考えたことを友達に伝えている。

・跳び箱運動の基本的な技に進んで取り組んでいる。
・跳び箱，踏み切り板などの器械・器具の正しい使い方や
試技をする前の待ち方，技を観察するときなどのきまりを
守り，誰とでも仲よく励まし合っている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし合ったりして，技がうまく
できたときの動き方や気付いたことなどを伝え合う際に，
友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器具の安全を確かめ
たりするとともに，試技の開始前の安全を確かめている。

マット運動 ・自分の力に合った技を身に付け，できる技の繰り返し
や，組み合わせ技に挑戦する。

鉄棒運動 ・鉄棒の技に挑戦したり，技を組み合わせたりして楽しむ。

跳び箱運動 ・自分の力に合った「基本の技」を身に付けたり，「発展技」
に挑戦したりする。



令和４年度　評価規準 ※「表現運動」「ゲーム（〇〇型など）」は、運動例となります。
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6 ・かけっこ・リレーの行い方がわかる。
・スタート姿勢から素早く走り出すことができる。
・真っ直ぐ前を見て，腕を前後に大きく振って走ることがで
きる。
・走りながら，タイミングよくバトンの受渡しができる。
・折り返すときにコーナーの内側に体を軽く傾けて走ること
ができる。
・最後まで全力で走ることができる。

・工夫してロープを使ったくねくねコースや，折り返しリレー
などのコースを作っている。
・かけっこやリレーのポイントがわかり，自分の課題を見付
けている。
・競走の仕方について考え，競走の規則などを話し合って
決めたり，選んだりしている。
・かけっこ・リレーのポイントや友達のよい動きなどを，学
習カードに記入したり，振り返りの時間に発表したり，感想
文を書いたりしている。

・かけっこ・リレーに進んで取り組んでい
る。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさや課題を伝え合った
りするなどの際に，友達の考えを認めている。
・かけっこ・リレーをする場所の危険物を取り除くとともに，
用具の安全を確かめている。

6 ・小型ハードル走の行い方がわかる。
・インターバルの距離やいろいろな小型ハードルの高さに
応じて調子よく小型ハードルを走り越すことができる。
・一定の間隔に並べられた小型ハードルを一定のリズム
（３歩のリズム）で走り越すことができる。

・いろいろな小型ハードル走のコースや，調子よく走り越
せるコースを作り，自分に合ったコースを選んでいる。
・小型ハードル走のポイントがわかり，自分の課題を見付
けている。
・小型ハードル走のポイントについて見合ったり，教え合っ
たりしている。
・競走の仕方について考え，競走の規則などを話し合って
決めたり，選んだりしている。
・小型ハードル走のポイントや友達のよい動きなどを，学
習カードに記入したり，振り返りの時間に発表したり，感想
文を書いたりしている。

・小型ハードル走に進んで取り組んでいる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさや課題を伝え合った
りするなどの際に，友達の考えを認めている。
・小型ハードル走をする場所の危険物を取り除くとともに，
用具の安全を確かめている。

6 ・走り幅跳びの行い方がわかる。
・５～７歩程度のリズミカルな助走から踏み切り足を決め
て前方に強く踏み切り，遠くへ跳ぶことができる。
・膝を柔らかく曲げて，両足で着地することができる。

・走り幅跳びのポイントがわかり，自分の課題を見付けて
いる。
・走り幅跳びのポイントについて見合ったり，教え合ったり
し，遠くに跳ぶための練習方法の中から，自分の力に合っ
た練習方法や練習の場を選んでいる。
・競争の仕方について考え，競争の規則や記録への挑戦
の仕方を話し合って決めたり，選んだりしている。
・走り幅跳びのポイントや友達のよい動きなどを，学習
カードに記入したり，振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・走り幅跳びに進んで取り組んでいる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさや課題を伝え合った
りするなどの際に，友達の考えを認めている。
・走り幅跳びをする場所の危険物を取り除くとともに，用具
の安全を確かめている。

かけっこ・リレー ・いろいろなくねくねコースで競走したり，決まりを決めてリ
レーをしたりする。

小型ハードル走 小型ハードルをいろいろなリズムで走り越したり・，自分に
合ったリズムで走り越したりして，競走する。

走り幅跳び ・短い助走から強く踏み切って遠くに跳び，きまりを工夫し
て記録に挑戦したり，跳び比べをしたりする。



令和４年度　評価規準 ※「表現運動」「ゲーム（〇〇型など）」は、運動例となります。
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8 【浮いて進む運動】
・浮いて進む運動の行い方がわかる。
・友達に手を引かれたり足を押されたりした勢いを利用し
て，伏し浮きの姿勢で続けて進むことができる。
・プールの底や壁を両足で蹴った勢いを利用して進むけ伸
びができる。
・補助具を用いて浮き，呼吸をしながら手や足を使って進
む初歩的な泳ぎができる。
・水面に顔を付け，手や足をゆっくりと動かし進むなど，呼
吸を伴わない初歩的な泳ぎをすることができる。
・ばた足泳ぎやかえる足泳ぎなど，頭の上方に腕を伸ばし
た姿勢で，手や足をバランスよく動かし，呼吸をしながら進
むことができる。

【もぐる・浮く運動】
・もぐる・浮く運動の行い方がわかる。
・呼吸を調整しながらプールの底にタッチ，股くぐり，変身
もぐりなどのいろいろなもぐり方ができる。

・補助具を使って浮力を生かしたいろいろな浮き方をする
ことができる。
・大きく息を吸い込み全身の力を抜いて，
背浮き，だるま浮き，変身浮きなどのいろいろな姿勢で浮
くことができる。
・だるま浮きやボビングなどを活用した簡単な浮き沈みが
できる。

・自分で立てためあてに挑戦し，自分の課題を見付けてい
る。
・補助具を活用したり友達に補助してもらったりするなど，
自分の力に合った練習の仕方を選んでいる。
・友達のよい動きや課題の解決のための動きのポイントを
見付け，言葉や動作で伝えている。
・自分で試したいろいろなもぐり方や浮き方を友達に伝え
たり，互いのよい動きの真似をしたりしている。

・水泳運動に進んで取り組んでいる。
・け伸びをする際に順番にスタートしたり，決まった場所で
友達と練習したりするなど，きまりを守り，誰とでも仲よく励
まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい
る。
・互いの動きを見合ったり補助をし合ったりするときに見付
けた動きのよさや課題について伝え合う際に，友達の考
えを認めている。
・準備運動や整理運動を正しく行う，バディで互いを確認し
ながら活動する，シャワーを浴びてからゆっくりと水の中に
入る，プールに飛び込まないなど，水泳運動の心得を守っ
て安全を確かめている。

7 ・タグラグビーの行い方がわかる。
・味方にボールを手渡したり，パスを出したり，
ゴールにボールをトライすることができる。
・ボール保持者と自分の間に守る者がいない空間に
移動することができる。

・誰もが楽しくタグラグビーに参加できるように，プレイ
ヤーの人数やコートの広さ，得点の仕方などの規則を工
夫している。
・タグを取ったり，トライするために，簡単な作戦を話し合っ
て決めたり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを，動作や言葉，絵図な
どで友達に伝えている。

・タグラグビーに進んで取り組んでいる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付けを，友達と一緒にして
いる。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合ったりして見付けた動き
のよさや課題を伝え合う際に，友達の考えを認めている。
・使用する用具などを片付けて場の危険物を取り除くな
ど，周囲を見て場や用具の安全を確かめている。

6 ・ラケットベースボールの行い方がわかる。
・ボールをフェアグラウンド内に打つことができる。
・投げる手と反対の足を一歩前に踏み出してボールを投
げることができる。
・向かってくるボールの正面に移動し，ボールを捕ることが
できる。
・ベースに向かって全力で走り，かけ抜けることができる。

・誰もが楽しくラケットベースボールに参加できるように，プ
レイヤーの人数や得点の仕方などの規則を工夫してい
る。
・攻め方や守り方の簡単な作戦を話し合って決めたり，選
んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動作や言葉，絵図など
で友達に伝えている。

・ラケットベースボールに進んで取り組んでいる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付けを，友達と一緒にして
いる。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合ったりして見付けた動き
のよさや課題を伝え合う際に，友達の考えを認めている。
・使用する用具などを片付けて場の危険物を取り除くな
ど，周囲を見て場や用具の安全を確かめている。

水泳運動 ・いろいろな浮き方やもぐり方，泳ぎ方をする。

ゴール型(タグラグビー) ・相手をかわしたり，パスをしたりしながら，攻め方を工夫
してタグラグビーをする。

ベースボール型(ラケットベースボール) ・ボールを打って得点したり，ボールを取ってアウトにした
りして，ラケットベースボールをする。
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6 ・フロアーボールの行い方がわかる。
・いろいろな高さのボールを片手もしくは両手を使ってはじ
いたり，打ちつけたりすることができる。
・相手コートから転がってきたボールを片手もしくは両手を
使って相手コートに返球することができる。
・ボールの方向に体を向けたり，ボールを操作しやすい位
置に移動したりすることができる。

・誰もが楽しくフロアーボールに参加できるように，プレイ
ヤーの人数や得点の仕方などの規則を工夫している。
・得点を多くあげるために，簡単な作戦を話し合って決め
たり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動作や言葉，絵図など
で友達に伝えている。

・フロアーボールに進んで取り組んでいる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付けを，友達と一緒にして
いる。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合ったりして見付けた動き
のよさや課題を伝え合う際に，友達の考えを認めている。
・使用する用具などを片付けて場の危険物を取り除くな
ど，周囲を見て場や用具の安全を確かめている。

8 ・セストボールの行い方がわかる。
・ボールを持ったときにゴールに体を向けることができる。
・味方にボールを手渡したり，パスを出したり，シュートをし
たりすることができる。
・ボール保持者と自分の間に守る者がいない空間に移動
することができる。

・誰もが楽しくセストボールに参加できるように，プレイ
ヤーの人数や得点の仕方，プレイ上の緩和や制限などの
規則を工夫している。
・得点を多くあげるために，シュートにつながる簡単な作戦
を話し合って決めたり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動作や言葉，絵図など
で友達に伝えている。

・セストボールに進んで取り組んでいる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付けを，友達と一緒にして
いる。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合ったりして見付けた動き
のよさや課題を伝え合う際に，友達の考えを認めている。
・使用する用具などを片付けて場の危険物を取り除くな
ど，周囲を見て場や用具の安全を確かめている。

6 ・表現「忍者参上！」の行い方がわかる。
・表現「忍者参上！」ならではのふさわしい動き（忍び込
む，戦うなど）で特徴を捉えたりすることができる。
・表現「忍者参上！」の動きの誇張や変化の付け方とし
て，表したい感じを，跳ぶ－転がる， 素早く動く－急に止
まるなど動きに差を付けて誇張したり，「追いつ・追われ
つ」や「戦い・対決」などの２人組やグループで対応・対立
する動きで変化を付けたりして，ひと流れの動きで即興的
に踊ることができる。
・ひと流れの動きへの工夫の仕方としては，表したい感じ
を中心に，感じの異なる動きや急変する場面など変化の
ある動きをつなげてメリハリ（緩急・強弱）のあるひと流れ
の動きに工夫して感じを込めて踊ることができる。

・表現「忍者参上！」の動きのポイントがわかり，楽しく踊
るための自分の課題を見付けている。
・表現「忍者参上！」におけるよい動きがわかり，友達の
よい動きを自分の動きに取り入れている。
・友達とお互いの動きを見合い，課題の解決のために考
えたことや友達のよい動きを伝えている。

・表現「忍者参上！」に進んで取り組んでいる。
・表現「忍者参上！」に取り組む際に，誰とでも仲よくして
いる。
・場の設定や用具の片付けを，友達と一緒にしている。
・友達の動きや楽しく踊るための友達の考えを認めてい
る。
・友達とぶつからないように周りの安全を確かめて踊って
いる。

6 ・リズムダンスの行い方がわかる。
・ロックサンバのリズムダンスにおいて，変化をつけた動き
を入れながら，いくつかの曲を即興的に踊ることができ
る。
・２～３人組でロックやサンバのリズムの特徴を捉えた動き
や変化をつけた動きで踊ることができる。

・ロックやサンバのリズムの動きのポイントがわかり，楽し
く踊るための自分の課題を見付けている。
・ロックやサンバのリズムにおけるよい動きがわかり，友
達のよい動きを自分の動きに取り入れている。
・友達とお互いの動きを見合い，課題の解決のために工
夫して考えた動きを一緒に踊るなどして伝えている。

・リズムダンスに進んで取り組んでいる。
・リズムダンスに取り組む際に，誰とでも仲よくしている。
・場の設定や用具の片付けを，友達と一緒にしている。
・友達の動きや楽しく踊るための友達の考えを認めてい
る。
・友達とぶつからないように周りの安全を確かめて踊って
いる。

2 ・健康の状態には，気持ちが意欲的であること，元気なこ
と，具合の悪いところがないことなどの心や体の調子がよ
い状態があることを理解している。
・健康の状態には，１日の生活の仕方などの主体の要因
や身の回りの環境の要因が関わっていることを理解して
いる。
・心や体が健康であることは，人と関わりながら明るく充実
した毎日の生活を送れることにつながり，健康がかけがえ
のないものであると理解している。

・１日の生活の仕方などの主体の要因や身の回りの環境
の要因から健康に関わる課題を見付けている。
・こうしているから健康でいられるということを，自分の体と
回りの環境に分けて考え，説明している。
・健康な心身の状態や，健康のよさについて考え，説明し
ている。
・健康に過ごすために考えた方法を学習カードなどに書い
たり，発表したりして伝え合っている。

・健康や，自分の1日の生活の仕方に関心を示し，規則正
しい生活の仕方について，自分の日常生活と照らし合わ
せて注意を向けている。
・自分が健康でいるために毎日の運動，運動，休養・睡眠
に関心を示し，自分の毎日の生活をよりよくしようとしてい
る。

ネット型(フロアーボール) ・ボールをはじいたり打ったりしながら，攻め方を工夫し
て，フロアーボールをする。

ゴール型(セストボール) ・パスやシュートをしながら，攻め方を工夫してセストボー
ルをする。

表現・忍者参上！ ・忍者の忍びや，対決などの特徴を捉えて，表したい感じ
を踊る。

リズムダンス ・ロックやサンバのリズムに乗って弾んで踊ったり，動きに
変化をつけたり，友達と関わり合って踊ったりする

健康って、なに？ 健康って、なに？ ・心や体の調子がよい状態が健康だと
い
うこと，健康は自分自身の生活や周囲の環境が要因に
なって変化することを理解できるようにする。
・健康でいるためには何が大切なのかを考え，書いたり伝
えたりできるようにする。
・健康の状態や健康のよさについて資料を見たり，生活を
振り返ったりするなど，進んで学習活動に取り組むことが
できるようにする。



令和４年度　評価規準 ※「表現運動」「ゲーム（〇〇型など）」は、運動例となります。
学校名：江戸川区立篠崎第三小学校

2 ・健康の保持増進には，１日の生活の仕方が深く関わって
おり，１日の生活のリズムに合わせて，運動，食事，休養
及び睡眠をとることが必要であることを理解している。
・日常生活に運動を取り入れることの大切さについて理解
している。

・運動，食事，休養・睡眠などの生活のリズムが崩れると
どうなるかを考え，説明している。
・運動，食事，休養及び睡眠について学習したことと，自
分の生活とを比べて，自分の生活リズムを整えるための
方法を考え，伝え合っている。

・毎日の運動，食事，休養・睡眠に関心を示し，生活の仕
方に気をつけて自分に合った生活リズムを進んでつくろう
としている。

2 ・健康の保持増進には，手や足などの清潔，ハンカチや衣
服などの清潔を保つことが必要であると理解している。

・手を洗う必要性について考え，発表したりして伝え合って
いる。
・自分の生活を振り返り，手洗いするとよい場面について
考え，伝え合っている。
・ハンカチや衣服を毎日取り換える理由について考え，発
表している。

・体や衣服を清潔にすることについて関心をもち，清潔に
保とうとしている。

2 ・健康の保持増進には，生活環境が関わっており，部屋の
明るさの調節や換気などの生活環境を整えることが必要
であると理解している。

・暗い部屋でのものの見え方について考え，説明してい
る。
・窓を閉め切った室内にいると部屋の空気はどうなるかを
考え，説明している。
・部屋の明るさの調節や換気などの観点から，自分の生
活で見直すべき課題を見付け，解決方法を伝えている。

・健康な生活に関心をもち，部屋の明るさの調節や換気な
どの生活環境を整えようとしている。

身の回りの環境 ・健康の保持増進には，生活環境が関わっており，部屋の
明るさの調節や換気など，生活環境を整えることが必要で
あることを理解できるようにする。
・部屋の明るさの調節や換気などの学習したことと，自分
の生活とを比べたり関連付けたりして，生活環境を整える
ための方法を考えることができるようにする。
・自分の生活を見直すことを通して，生活環境を整えるた
めに自分でできることに気づかせ，実践する意欲を持つこ
とができるようにする。

健康な一日の生活 ・毎日を健康に過ごすには，運動，食事，休養・睡眠の調
和のとれた生活を続けることが大切であると理解できるよ
うにする。
・健康な生活に関わる課題を見つけ，その解決に向けて
考え，書いたり伝えたりできるようにする。
・自分の１日の生活を振り返り，健康増進のために進んで
学習に取り組むことができるようにする。

体の清潔 ・毎日を健康に過ごすには，体や衣服，ハンカチなどを清
潔に保つことが必要であることを理解できるようにする。
・学習したことや自分の生活を振り返り，体の清潔につい
て考え，書いたり伝えたりする。
・体や衣服などの清潔に関心をもち，進んで学習活動に取
り組むことができるようにする。



教科 学年

2

2

4

4

4

4

5

5

5

○表情やジェスチャーを工夫し
ながら挨拶をし合っている。

○ 表情やジェスチャーを付け
て相手に伝わるように工夫し
ながら，挨拶をしようとしてい
る。

Unit2

How are you?
ごきげんいかが？

○表情やジェスチャーの大切
さに気付き，感情や状態を尋
ねたり答えたりする表現に慣
れ親しむ。
○表情やジェスチャーを工夫し
ながら挨拶をし合う。
○ 表情やジェスチャーを付け
て相手に伝わるように工夫し
ながら，挨拶をしようとする。

Unit3

How many?
数えてあそぼう

○表情やジェスチャーの大切
さに気付き，感情や状態を尋
ねたり答えたりする表現に慣
れ親しんでいる。

○日本と外国の数の数え方の
違いから，多様な考え方があ
ることに気付き，1から20まで
の数の言い方や数の尋ね方
に慣れ親しむ。
○数について尋ねたり答えた
りして伝え合う。
○相手に伝わるように工夫し
ながら，数を尋ねたり答えたり
しようとする。

○日本と外国の数の数え方の
違いから，多様な考え方があ
ることに気付き，1から20まで
の数の言い方や数の尋ね方
に慣れ親しんでいる。

○数について尋ねたり答えた
りして伝え合っている。

○相手に伝わるように工夫し
ながら，数を尋ねたり答えたり
しようとしている。

外国語活動

○ 世界にはさまざまな言語が
あることに気付くとともに，挨拶
や名前の言い方に慣れ親し
む。
○名前を言って挨拶をし合う。
○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，名前を言って挨拶を交
わそうとする。

第３学年

Unit1

Hello!
あいさつをして友だちになろう

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○ 世界にはさまざまな言語が
あることに気付くとともに，挨拶
や名前の言い方に慣れ親しん
でいる。

○名前を言って挨拶をし合って
いる。

○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，名前を言って挨拶を交
わそうとしている。

Unit4

I like blue.
すきなものをつたえよう

○多様な考え方があることや，
音声やリズムについて外来語
を通して日本語と英語の違い
に気付き，色の言い方や，好
みを表したり好きかどうかを尋
ねたり答えたりする表現に慣
れ親しむ。
○ 自分の好みを伝え合う。
○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，自分の好みを紹介しよ
うとする。

○多様な考え方があることや，
音声やリズムについて外来語
を通して日本語と英語の違い
に気付き，色の言い方や，好
みを表したり好きかどうかを尋
ねたり答えたりする表現に慣
れ親しんでいる。

○ 自分の好みを伝え合ってい
る。

○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，自分の好みを紹介しよ
うとしている。

Unit5

What do you like?
何がすき？

○日本語と英語の音声の違い
に気付き，身の回りの物の言
い方や，何が好きかを尋ねた
り答えたりする表現に慣れ親し
む。
○ 何が好きかを尋ねたり答え
たりして伝え合う。
○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，何が好きかを尋ねたり
答えたりしようとする。

○日本語と英語の音声の違い
に気付き，身の回りの物の言
い方や，何が好きかを尋ねた
り答えたりする表現に慣れ親し
んでいる。

○ 何が好きかを尋ねたり答え
たりして伝え合っている。

○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，何が好きかを尋ねたり
答えたりしようとしている。

Unit6

ALPHABET
アルファベットとなかよし

○ 身の回りには活字体の文
字で表されているものがあるこ
とに気付き，活字体の大文字
とその読み方に慣れ親しむ。
○ 自分の姓名の頭文字を伝
え合う。
○相手に伝わるように工夫し
ながら，自分の姓名の頭文字
を伝えようとする。

○ 身の回りには活字体の文
字で表されているものがあるこ
とに気付き，活字体の大文字
とその読み方に慣れ親しんで
いる。

○ 自分の姓名の頭文字を伝
え合っている。

○相手に伝わるように工夫し
ながら，自分の姓名の頭文字
を伝えようとしている。

Unit7

This is for you.
カードをおくろう

○日本語と英語の音声の違い
に気付き，形の言い方や，欲し
いものを尋ねたり答えたりする
表現に慣れ親しむ。
○ 欲しいものを尋ねたり答え
たりして伝え合う。
○相手に伝わるように工夫し
ながら，自分の作品を紹介しよ
うとする。

○日本語と英語の音声の違い
に気付き，形の言い方や，欲し
いものを尋ねたり答えたりする
表現に慣れ親しんでいる。

○ 欲しいものを尋ねたり答え
たりして伝え合っている。

○相手に伝わるように工夫し
ながら，自分の作品を紹介しよ
うとしている。

Unit8

What's this?
これなあに？

○外来語とそれが由来する英
語の違いに気付き，身の回り
の物の言い方や，ある物が何
かを尋ねたり答えたりする表現
に慣れ親しむ。
○クイズを出したり答えたりし
合う。
○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，クイズを出したり答え
たりしようとする。

○外来語とそれが由来する英
語の違いに気付き，身の回り
の物の言い方や，ある物が何
かを尋ねたり答えたりする表現
に慣れ親しんでいる。

○クイズを出したり答えたりし
合っている。

○ 相手に伝わるように工夫し
ながら，クイズを出したり答え
たりしようとしている。

Unit9

Who are you?
きみはだれ？

○日本語と英語の音声やリズ
ムなどの違いに気付き，誰か
と尋ねたり答えたりする表現に
慣れ親しむ。
○ 絵本などの短い話を聞い
て，おおよその内容が分かる。
○絵本などの短い話を反応し
ながら聞くとともに，相手に伝
わるように台詞をまねて言おう
とする。

○日本語と英語の音声やリズ
ムなどの違いに気付き，誰か
と尋ねたり答えたりする表現に
慣れ親しんでいる。

○ 絵本などの短い話を聞い
て，おおよその内容が分かる。

○絵本などの短い話を反応し
ながら聞くとともに，相手に伝
わるように台詞をまねて言おう
としている。



教科 学年

12

23

総合的な学習の時間 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

江戸川探検隊！
（篠田堀探検隊・小松菜に夢
中・篠原風鈴見学）

〇地域の動植物や歴史、特産
品などについて理解を深め、調
べてまとめる。

〇調べ学習を通して、地域のよ
いところについて理解してい
る。

〇調べ学習で得た情報を取捨
選択し、まとめ発表している。

〇自分が調べてみたいところを
見つけ、目的意識をもって活動
している。

友だち学級
（1年生を迎える会でお祝いしよ
う・篠三祭りを成功させよう・は
こべ学級との交流・6年生を送
る会で感謝の思いを伝えよう）

〇1年生の入学や6年生の卒業
を祝い、全校で楽しめる発表を
考えて活動する。
〇今まで学習したことや得意な
ことを活かしたコーナーを計画
し、工夫して活動する。

〇相手の身になって考え、行動
できる大切さを理解している。

〇今まで学習したことを活かし
て、表現しようとしている。

〇はこべ学級の友達、1年生や
6年生など異学年との交流を通
して、自分の生活についてじっ
くり考え、自分に何ができるか
を考えて進んで関わろうとして
いる。



教科 学年

2

1

3

3

2

3

3

6

2

3

2

1

3

特別活動 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

★運動会を成功させよう 運動会を通して成長する上での課題を見い
だしたり、課題の改善に取り組むことの意
義を理解している。

運動会を通して成長する上での課題に気付
き、多様な意見をもとに、自らの解決方法を
意思決定し、実践している。

運動会に向けて粘り強く取り組んだり、他
者を尊重してよりよい人間関係を形成しよう
としたりしている。

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

運動会を通して、自己の成長を感じるととも
に、互いの良さを見付け、違いを尊重し合
い、仲良くしたり、信頼し合ったりして生活す
る。

学級のめあてを決めよう 自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

自分のめあてを決めよう 自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

篠三まつりを通して成長する上での課題を
見いだしたり、課題の改善に取り組むこと
の意義を理解している。

篠三まつりを通して成長する上での課題に
気付き、多様な意見をもとに、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

篠三まつりに向けて粘り強く取り組んだり、
他者を尊重してよりよい人間関係を形成し
ようとしたりしている。

２学期のめあてを決めよう
（夏休みを振り返ろう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

★篠三まつりを成功させよう 篠三まつりを通して、自己の成長を感じると
ともに、互いの良さを見付け、違いを尊重し
合い、仲良くしたり、信頼し合ったりして生
活する。

★学習発表会を成功させよう 学習発表会を通して、自己の成長を感じる
とともに、互いの良さを見付け、違いを尊重
し合い、仲良くしたり、信頼し合ったりして生
活する。

学習発表会を通して成長する上での課題を
見いだしたり、課題の改善に取り組むこと
の意義を理解している。

学習発表会を通して成長する上での課題に
気付き、多様な意見をもとに、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

学習発表会に向けて粘り強く取り組んだ
り、他者を尊重してよりよい人間関係を形成
しようとしたりしている。

自己の役割を自覚し、自己の良さを生かし
ながら、学級生活を楽しく豊かにするために
必要な知識や行動の仕方を理解している。

よりよいクラブ活動にするための課題を見
いだし、解決のために話し合って意思決定
し、自分の良さを生かしたり、創意工夫を発
揮したり、他者と協力したりして実践してい
る。

学級生活を楽しく豊かにするために、それ
ぞれの係に応じた計画を立て、自己の良さ
を生かし、他者と協働して、主体的に行動し
ようとしている。

寒さに負けず元気に過ごそう 天候や学校の状況を踏まえた生活のしか
たを考えることを通して、身を守り安全に生
活したり行動したりすることができるように
する。

安全に日常の生活を送るための課題の改
善に向けて取り組むことの意義を理解し、
健康で安全な生活の仕方を身に付けてい
る。

安全に日常生活をおくる上での課題に気付
き、他者の意見を聞きながら、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

自己の生活をよりよくするために、他者と協
働しながら自己の生活上の課題の解決に
向けて粘り強く取り組もうとしている。

クラブ活動を見学しよう クラブ活動における自己の役割を自覚し
て、協働することの意義を理解し、学級生
活を楽しく豊かにするために必要となること
について主体的に考えて行動する。

もうすぐ4年生
（楽しい春休みにしよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。次の学年への意識を
高めようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

雨の日の過ごし方 天候や学校の状況を踏まえた生活のしか
たを考えることを通して、身を守り安全に生
活したり行動したりすることができるように
する。

安全に日常の生活を送るための課題の改
善に向けて取り組むことの意義を理解し、
健康で安全な生活の仕方を身に付けてい
る。

安全に日常生活をおくる上での課題に気付
き、他者の意見を聞きながら、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

自己の生活をよりよくするために、他者と協
働しながら自己の生活上の課題の解決に
向けて粘り強く取り組もうとしている。

1学期はどうでしたか
（夏休みの計画を立てよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

2学期のめあてを振り返ろう
（楽しい冬休みにしよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

3学期のめあてを決めよう
（冬休みを振り返ろう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。



教科 学年

12

15

8

読書科 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○調べたことや自分の考えを
分かりやすくまとめ、表現して
いる。

○進んで本を読み、調べたこと
を紹介しようとしている。

「昔の道具について調べよう」

本の世界を楽しもう
俳句の本を読もう
調べる名人になろう

〇探したい本がある場所が分
かる。
〇図書資料の探し方が分か
り、２つ以上の資料を比べて読
むことができる。
〇お気に入りの俳句を選んだ
リーフレットを作ることができ
る。

〇百科事典・図鑑の目次や索
引などの仕組みを理解してい
る。
○自分で選んだ本を読み、必
要な情報を書き抜いたり、短い
言葉や分で表している。

〇調べたい昔の道具を決め、
図鑑などで調べてわかったこと
や気付いたことなどをまとめて
発表することができる。

○目的に応じた資料や本を読
み、目的に応じて必要な情報を
抜き出し、記録している。

○いろいろな俳句の本を読み、
自分の好きな俳句を集めたパ
ンフレットを作り、クラスのみん
なに伝えている。

〇俳句の本を進んで読み、自
分の好きな俳句をパンフレット
にまとめようとしている。
○進んで百科事典や図鑑など
を使って調べようとしている。

スーザン・バーレイの本を読も
う
「生き物のすみかを調べよう」

〇調べたい生き物を決め、そ
の特徴を図鑑で調べてわかっ
たこと、発見したこと、思ったこ
となどにまとめて発表すること
ができる。

〇目的に応じた資料や本を探
し、いつような情報を抜き出し、
短い言葉や分で表している。

〇生き物についえ調べたことを
自分の感想を入れて、画用紙
にまとめている。

〇疑問の解決のために探した
生き物の本を進んで読もうとし
ている。
〇進んで疑問を見つけ、主体
的に学んでいこうとしている


